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市
で
は
、
合
併
特
例
債
な
ど
に
よ
る
地
域
振
興
基
金
の
運
用
益
を
活
用
し
て
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
市
民
活
動
へ
の
支
援
や
地
域
振
興
に
取
り
組
む
市
民
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
、
助
成

事
業
を
行
い
ま
す
。
19
年
度
は
試
行
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　■
対
象
団
体

�

笛
吹
市
内
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
主
な

事
業
所
、
代
表
者
の
住
所
ま
た
は
居
住
地

が
あ
り
、
笛
吹
市
を
主
な
活
動
エ
リ
ア
と

す
る
市
民
公
益
活
動
団
体
。

＊
市
民
公
益
活
動
団
体
と
は

　
市
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
団
体
及
び

事
業
者
が
自
主
的
に
参
加
し
、
自
発
的
か

つ
主
体
的
に
行
う
社
会
貢
献
性
を
有
す
る

営
利
を
目
的
と
し
な
い
自
由
な
活
動
で
あ

っ
て
、
公
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
活
動
を

行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
そ
の
他
の
団
体
で
あ

っ
て
、
規
約
そ
の
他
の
定
め
が
あ
り
、
か

つ
、
市
民
公
益
活
動
を
継
続
的
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
。

　▽
主
た
る
活
動
目
的
が
、
宗
教
や
政
治
に

関
す
る
団
体
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
事
業
等

■
助
成
要
件

　
助
成
事
業
の
期
間
は
、
年
度
内
（
３
月

31
日
ま
で
）
に
実
施
が
可
能
な
こ
と
が
前

提
で
す
。
（
法
人
認
証
に
つ
い
て
は
申
請

が
受
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
）

対
象
事
業

助
成
基
準
額

対
象
経
費
の
範
囲

⑴
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
に
対
す

る
経
費

１
団
体
に
つ
き
10
万
円
ま
で

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
認
証
取
得
申
請
に
必
要
な
経
費

②
当
該
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
市
民
に
周
知
す
る
た
め
の
経
費

⑵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
行
う
活

動
の
継
続
に
必
要
な
経
費

１
団
体
に
つ
き
５
万
円
ま
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
当
該
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
活
動

を
市
民
に
周
知
す
る
た
め
の
経
費

⑶
そ
の
他
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の

活
動
活
性
化
に
必
要
な
経
費

１
団
体
に
つ
き
５
万
円
ま
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
市
民
対
象
に
開
催
す
る
講
座
な

ど
に
必
要
な
経
費

■
対
象
事
業

　
助
成
対
象
事
業
は
、
地
域
振
興
の
促
進

を
目
的
に
各
種
団
体
が
行
う
事
業
で
あ
っ

て
次
の
内
容
に
該
当
す
る
も
の
。

　
た
だ
し
、
神
社
、
仏
閣
な
ど
宗
教
と
関

係
す
る
経
費
は
除
き
ま
す
。

①
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
研
修
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
開
催

②
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
研
究
及

び
計
画
の
策
定

③
地
域
の
福
祉
、
介
護
、
健
康
づ
く
り

に
資
す
る
事
業

④
地
域
の
ひ
と
づ
く
り
に
資
す
る
事
業

⑤
地
域
内
外
の
交
流
に
関
す
る
事
業

⑥
地
域
の
産
業
活
性
化
対
策

⑦
地
域
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

⑧
地
域
資
源
の
発
掘
・
保
全
・
活
用

⑨
伝
統
文
化
の
伝
承
等
に
関
す
る
事
業

⑩
そ
の
他
、
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業

■
対
象
団
体

　
市
内
の
一
定
範
囲
を
活
動
地
域
と
し
て

前
述
（
①
〜
⑩
）
の
事
業
を
企
画
、
実
施

す
る
市
民
が
代
表
を
務
め
る
団
体
。

▽
既
存
団
体
、
ま
た
は
新
規
に
組
織
さ
れ

た
団
体
で
あ
る
か
は
問
い
ま
せ
ん
。

（
例
）
小
学
校
区
単
位
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
行
政
区
の
他
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
団
体
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
な
ど

▽
原
則
と
し
て
、
当
該
年
度
に
、
市
、
県

国
等
公
共
の
補
助
金
な
ど
（
補
助
金
、

交
付
金
、
委
託
料
）
を
受
け
て
い
る
事

業
、
団
体
活
動
は
除
き
ま
す
。

＊
他
の
補
助
金
な
ど
の
活
用
が
見
込
ま

れ
る
も
の
も
同
様
で
す
。

▽
宗
教
活
動
、
政
治
活
動
を
主
た
る
目
的

と
す
る
団
体
、
活
動
は
除
き
ま
す
。

▽
団
体
の
定
款
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
任
意
団
体
に
あ
っ
て
は
組
織
の
規
定
が

明
ら
か
で
あ
る
こ
と
）

▽
主
催
団
体
は
、
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

▽
公
益
性
が
あ
る
団
体
で
あ
る
こ
と
。

（
企
業
が
行
う
社
会
貢
献
活
動
は
除
く
）

■
助
成
要
件

▽
こ
の
助
成
事
業
は
、
団
体
へ
の
活
動
費

助
成
（
団
体
運
営
経
費
の
助
成
）
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
対
象
事
業
に
限
り
ま
す
。

▽
事
業
趣
旨
が
、
地
域
振
興
に
そ
ぐ
わ
な

い
も
の
、
ま
た
、
効
果
が
期
待
さ
れ
な

い
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽
同
一
事
業
の
継
続
は
、
原
則
と
し
て
３

年
を
限
度
と
し
ま
す
。

▽
助
成
金
が
な
け
れ
ば
継
続
で
き
な
い
事

業
は
除
外
し
ま
す
。

▽
事
業
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
申
請
内
容

（
プ
ロ
セ
ス
や
成
果
目
標
）
の
公
表
を

行
い
市
民
に
周
知
し
ま
す
。

▽
事
業
実
績
の
提
出
を
義
務
付
け
る
と
と

も
に
、
不
適
切
な
支
出
は
返
還
し
て
い

た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
事
業
実
績
（
実
施
内
容
）
は
、
市
民
に

公
開
し
ま
す
。

▽
実
施
内
容
を
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
で

発
表
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
審
査
方
法
・
決
定

　
助
成
金
の
決
定
に
際
し
、
必
要
が
あ
る

場
合
は
審
査
会
に
諮
り
決
定
し
ま
す
。

（
平
成
19
年
度
事
業
は
、
庁
内
審
査
会
で

審
査
し
ま
す
。
）

　
　
　�

�

①
申
し
込
み
は
、
所
定
の
様
式
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

②
募
集
の
案
内
、
申
し
込
み
様
式
な
ど

は
、
市
民
環
境
部
市
民
活
動
支
援
課
、

項　目 要　件

非該当

内　容

人件費 団体構成員の人件費、謝礼

旅費 団体構成員の交通費、宿泊費

その他の経費 団体運営に関する経常的な経費

需用費
団体運営に関する経常的な経費

団体構成員に対する食料費

役務費
団体運営に関する経常的な経費

（通信費、保険料など）

使用料及び

賃借料

団体運営に関する経常的な経費

（事務所の賃借料など）

■助成金額

○１事業の助成限度額は、１００万円以内であること。

　（対象事業費≧対象経費≧助成額：１００万円以内）

○助成事業費は、対象経費に対し次の割合で行う。

①「対象経費が５万円以内のもの」：１０分の１０

②「対象経費が５万円を超えるもの」：５万円または１０分の７

■対象除外経費（例）

　次の例のように該当にならない経費がありますのでご相談ください。
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地　区 日　程 時　間 場　所

芦 川 地 区 9 月 2 4 日（ 月 ） 午後７時～ 芦川ふるさと総合センター

境 川 地 区 9 月 2 7 日（ 木 ） 〃 境川総合会館

八 代 地 区 9 月 2 8 日（ 金 ） 〃 八代総合会館

御 坂 地 区 1 0 月 2 日（ 火 ） 〃 御坂農村環境改善センター

一 宮 地 区 1 0 月 3 日（ 水 ） 〃 いちのみや桃の里ふれあい文化館

春 日 居 地 区 1 0 月 4 日（ 木 ） 〃 春日居あぐり情報ステーション

石 和 東 地 区 1 0 月 6 日（ 土 ） 〃 石和東小学校

石 和 北 地 区 1 0 月 8 日（ 月 ） 〃 石和北小学校

石 和 富 士 見 地 区 1 0 月 1 3 日（ 土 ） 〃 笛吹市スコレーセンター多目的集会室

石 和 南 地 区 1 0 月 2 4 日（ 水 ） 〃 〃

　市では今後10年の笛吹市の将来像や基本的なまちづくりの指針となる総合計画を策定し

ています。

　この計画に市民のみなさんのご意見を反映することで、市民の視点に立った協働のまち

づくりを進め、豊かに、健やかに、生き生きとした生活ができる笛吹市建設のために、市

民ミーティングを開催します。

　参加は自由ですので、ぜひあなたのご意見をお聞かせください。

■問合せ先　経営政策室　経営政策担当　☎�０５５（２６２）４１１１（内線２２２）

　
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
、
新
た
に
「
か

す
が
い
ふ
れ
あ
い
農
園
」
を
開
設
し
、
入

園
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
開
設
内
容

　
笛
吹
市
春
日
居
町
小
松
１
１
８
７
―
１
、

１
２
０
５
―
１
、
１
２
０
６
―
１
（
全

66
区
画
）

　
１
区
画
約
30
㎡

■
募
集
内
容

▽
対
象
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
農
家
以

外
の
方
（
１
世
帯
１
区
画
）

▽
貸
付
期
間
　
１
年
間
（
１
月
か
ら
12
月

ま
で
）

※
今
年
度
は
入
園
決
定
か
ら
平
成
20
年
12

月
31
日（
水
）ま
で

▽
禁
止
事
項

①
建
物
ま
た
は
工
作
物
の
設
置

②
営
利
を
目
的
と
す
る
作
物
栽
培

③
貸
付
農
園
の
転
貸

④
不
燃
物
な
ど
の
投
棄
ま
た
は
埋
設

⑤
永
年
作
物
の
作
付

▽
料
金
　
１
区
画
３
０
０
０
円

※
貸
付
決
定
通
知
受
領
後
20
日
以
内
に
、

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
９
月
10
日（
月
）〜
28
日（
金
）

　
申
し
込
み
先
着
順
に
入
園
者
を
決
定
し

ま
す
。

　
た
だ
し
、
２
年
次
以
降
は
、
更
新
者
優

先
で
す
。

※
入
園
者
に
は
、
分
担
し
て
園
内
の
除
草
、

清
掃
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

▽
か
す
が
い
ふ
れ
あ
い
農
園

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
　
農
林
経

営
担
当
窓
口
（
電
話
で
の
申
し
込
み
は

お
受
け
で
き
ま
せ
ん
）

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
２
３
２
）

　
ま
た
、
今
回
開
設
し
ま
し
た
農
園
以
外

に
も
「
み
さ
か
ふ
れ
あ
い
農
園
」
「
や
つ

し
ろ
ふ
れ
あ
い
農
園
」
に
空
き
区
画
が
あ

り
ま
す
の
で
、
入
園
ご
希
望
の
方
は
各
支

所
地
域
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

▽
み
さ
か
ふ
れ
あ
い
農
園

　
御
坂
支
所
地
域
課

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）２
２
７
１

（
内
線
１
５
３
）

▽
や
つ
し
ろ
ふ
れ
あ
い
農
園

　
八
代
支
所
地
域
課

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
１

（
内
線
２
０
４
）

　
近
年
の
農
業

情
勢
は
担
い
手

確
保
の
面
で
大

き
な
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　
農
業
経
営
に

意
欲
と
能
力
の

あ
る
人
を
育
成
・

確
保
す
る
こ
と

が
農
業
発
展
の

た
め
に
は
不
可

欠
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、

農
業
者
の
高
齢

化
や
相
続
な
ど

に
よ
り
、
農
地

と
し
て
の
維
持

管
理
が
難
し
く
、

遊
休
・
荒
廃
農

地
が
増
え
続
け

て
い
ま
す
。

　
現
在
の
笛
吹
市
で
は
、
１
６
０
ha
（
お

よ
そ
東
京
ド
ー
ム
35
個
分
）
の
遊
休
農
地

が
点
在
し
て
お
り
、
市
で
は
遊
休
農
地
の

防
止
と
解
消
策
を
大
き
な
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
遊
休
農
地
解
消
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
『
平
成
19
年
度
地
域
提
案
型
遊
休
農

地
活
用
事
業
』
（
市
単
独
事
業
）
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
予
算
は
１
ha
解
消
分
で
す
が
、

遊
休
農
地
を
地
域
の
力
で
復
元
し
て
、
再

活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
こ
の
補
助

事
業
の
目
的
で
す
。

　
補
助
金
は
、
農
地
の
復
元
に
必
要
な
障

害
物
の
除
去
、
深
耕
、
土
壌
改
良
資
材
な

ど
の
投
入
、
種
苗
購
入
、
作
業
機
械
の
リ

ー
ス
料
な
ど
に
使
用
で
き
ま
す
。

　
補
助
金
を
受
け
る
に
は
、
農
地
を
借
り

受
け
る
方
が
共
同
で
荒
廃
農
地
を
解
消
し
、

５
年
以
上
の
貸
し
借
り
を
農
地
の
所
有
者

が
承
諾
し
て
い
る
こ
と
、
中
山
間
地
域
直

接
支
払
い
制
度
の
対
象
農
地
を
除
く
な
ど
、

い
く
つ
か
交
付
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　※
遊
休
農
地
が
発
生
す
る
と
雑
草
が
繁
茂

し
て
、
近
隣
の
耕
作
者
・
住
民
の
方
へ

大
変
な
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
農
地
の
適

切
な
管
理
等
を
十
分
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

　
農
産
推
進
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
２
３
４
）

小松十字路

さくら温泉通り

かすがいふれあい農園

笛吹川

富士温泉
病院

笛
吹
橋

各
支
所
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

③
笛
吹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
市
民
活
動
支

援
課
）
に
も
様
式
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

④
応
募
さ
れ
た
事
業
な
ど
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
、
決
定
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、

当
該
団
体
に
連
絡
の
う
え
、
あ
ら
た
め

て
助
成
金
の
申
請
、
請
求
手
続
き
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
受
付
期
間

　
平
成
19
年
９
月
３
日（
月
）〜
10
月
５
日（
金
）

■
応
募
相
談
・
受
付
場
所

市
民
環
境
部
市
民
活
動
支
援
課
、
ま
た

は
関
係
事
業
担
当
課
、
各
支
所

※
平
成
20
年
度
事
業
第
１
次
募
集
応
募
受

付
期
間
（
予
定
）

平
成
19
年
12
月
３
日
（
月
）
〜
平
成
20
年

１
月
18
日
（
金
）

　
（
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当
（
本
庁
舎
１
階
）

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１

　
（
内
線
１
７
１
〜
１
７
３
）



　
災
害
に
備
え
る
非
常
用
品
は
、
緊
急
避

難
の
時
に
持
っ
て
逃
げ
る
﹁
非
常
持
出
品
﹂・

災
害
後
の
生
活
を
支
え
る
﹁
非
常
備
蓄
品
﹂

に
分
け
て
備
え
ま
し
ょ
う
。

○
非
常
持
出
品
︵
玄
関
や
寝
室
な
ど
持
ち

出
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
置
い
て
お
く)

飲
料
水
、
非
常
用
食
品
、
ラ
ジ
オ
、
懐

中
電
灯
、
予
備
電
池
、
救
急
セ
ッ
ト
、

衣
類
、
常
備
薬
な
ど

○
非
常
備
蓄
品

　
非
常
備
蓄
品
は
、
最
低
３
日
分
を
用

意
し
ま
し
ょ
う
。
水
は
１
人
当
た
り
１

日
３
ℓ
が
目
安
で
す
。
食
料
は
調
理
の

手
間
が
な
く
、
保
存
で
き
る
も
の
を
備

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
年
に
１
回
、
定
期
的
な
入
れ

替
え
や
補
充
も
大
切
で
す
。

　
地
震
の
時
、
家
具
は
凶
器
に
も
な
り
ま

す
。
屋
内
で
の
負
傷
原
因
の
多
く
が
、
家

具
の
転
倒
に
よ
る
も
の
で
す
。
転
倒
防
止

の
た
め
、
家
具
の
固
定
を
日
頃
か
ら
し
っ

か
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
寝
室
や
子
供
・
高
齢
者
が
い
る
部
屋
に

は
、
家
具
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
平
日
の
被
災
で
は
、
家
族
が
一
緒
に
い

る
ケ
ー
ス
は
ま
れ
で
す
。
家
族
が
別
々
の

場
所
で
被
災
し
た
場
合
、
集
合
場
所
・
避

難
場
所
・
安
否
の
確
認
な
ど
を
ど
う
す
る

の
か
、
普
段
か
ら
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
被
災
者
は
非
常
事
態
に
気
が
動

転
し
、
正
常
に
考
え
ら
れ
な
く
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
避
難
場
所

や
避
難
の
道
順
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
役
所
や

消
防
署
な
ど
、
防
災
関
係
機
関
だ
け
で
被

災
者
を
全
て
救
出
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

す
。
家
の
下
敷
き
に
な
っ
た
方
を
い
ち
早

く
助
け
出
せ
る
の
は
、
隣
近
所
に
住
む
方
々

で
す
。
地
区
︵
自
主
防
災
組
織
︶
で
の
各

自
の
役
割
を
確
認
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に

組
織
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
避
難
す
る
た
め
に
、
周
囲
の
方

の
助
け
が
必
要
な
方
た
ち
が
い
ま
す
。
高

齢
者
・
体
の
不
自
由
な
方
・
妊
婦
・
乳
幼

児
・
外
国
人
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
ど
う
す

る
の
か
、
普
段
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。



■
問
合
せ
先

総
務
部
　
総
務
課
　
消
防
防
災
担
当

☎
０
５
５(

２
６
２)

４
１
１
１

︵
内
線
２
０
７
・
２
０
８
︶

■
非
常
用
品
を
備
え
る

■
家
具
の
転
倒
を
防
止

　
す
る

■
避
難
に
つ
い
て
確
認

■
地
域
の
こ
と
は
地
域

　
で
守
る

　
９
月
１
日
は
﹁
防
災
の
日
﹂
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
日
頃
か

ら
災
害
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

該当自治会名

石和南小学校　校舎・体育館 東町・仲町・西町・窪中島・四日市場

石和東小学校　校舎・体育館 下平井・上平井・中川

石和北小学校　校舎・体育館 川中島・八田・山崎・松本・駅前・山岸

富士見小学校　校舎・体育館 東高橋・河内・恵比寿・砂原・井戸・東油川・今井

石和西小学校　校舎・体育館 唐柏

石和中学校　校舎・体育館 広瀬・向田

スコレーセンター 日の出・小石和

御坂西小学校　校舎・体育館 二之宮・夏目原・金川原・井之上・下井之上

御坂福祉センター 八千蔵・栗合

御坂中学校　校舎・体育館 尾山・下野原・蕎麦塚・竹居・大野寺・二階

御坂東小学校　校舎・体育館
 藤野木・新田・立沢・戸倉・十郎・新上宿・坂野・道場・駒留・

 若宮・八反田・下黒駒

みさかの湯 成田・下成田・国衙

一宮中学校　校舎・体育館 小城・北都塚・一ノ宮・末木・本都塚・金田

竹原田公民館 竹原田

市之蔵公民館 市之蔵

一宮西小学校　校舎・体育館 下矢作・東原・国分・坪井・田中

一宮南小学校　校舎・体育館
 新巻・塩田・神沢・東新居・狐新居・金沢・土塚・石・地蔵堂・

 千米寺

一宮北小学校　校舎・体育館 中尾・南野呂・北野呂・上矢作

八代総合会館 増田

若彦路ふれあいスポーツ館　体育館 南・北

浅川中学校　校舎・体育館 岡・永井・米倉

八代小学校　校舎・体育館 高家・竹居・奈良原

境川スポーツセンター体育館 石橋・三椚・大坪・境

境川防災センター 原

境川小学校　校舎・体育館 大黒坂・小黒坂・小山・前間田

大窪公民館 大窪

藤垈公民館 藤垈

間門公民館 間門

上寺尾公民館 上寺尾・中寺尾

春日居小学校　校舎・体育館
 熊野堂下・熊野堂上・下岩下上・下岩下下・別田・桑戸北・

 桑戸西・桑戸中・桑戸東

春日居中学校　校舎・体育館 国府・鎮目上・鎮目中・鎮目下

かすがい西保育所 徳条

春日居福祉保健センター 枝郷・寺本・加茂

春日居福祉会館 小松

芦川小学校　校舎 芦川町全域

避難場所

0607 KOHOFUEFUKI
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▼
更
生
医
療

　
予
算
額
　
８
９
５
２
万
１
千
円

　
18
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持

者
が
受
け
る
、
障
害
を
軽
減
さ
せ
る
た

め
、
ま
た
は
現
状
維
持
（
生
命
維
持
）

す
る
事
を
目
的
と
し
た
特
定
の
医
療
に

対
し
て
、
医
療
給
付
を
行
い
ま
す
。
（
た

だ
し
、
入
院
時
の
食
事
療
養
費
の
補
助

は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
精
神
通
院
医
療

　
予
算
　
国
県
支
出
金
か
ら
支
給

　
精
神
の
障
害
に
よ
り
、
医
療
行
為
が
必

要
で
通
院
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
、
精
神

障
害
に
よ
る
医
療
（
通
院
の
み
）
を
指
定

医
療
機
関
で
行
う
場
合
、
医
療
給
付
を
行

い
ま
す
。

〈
自
己
負
担
〉

　
更
生
・
精
神
通
院
の
ど
ち
ら
の
医
療
も

原
則
医
療
費
の
１
割
が
自
己
負
担
で
す
。

た
だ
し
特
定
の
「
重
度
か
つ
継
続
」
し
て

医
療
が
必
要
な
方
は
、
世
帯
の
住
民
税
に

応
じ
て
負
担
上
限
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

　
予
算
額
　
１
８
０
０
万
円

　
身
体
的
欠
損
や
機
能
障
害
を
補
い
、
日

常
生
活
や
職
業
活
動
を
容
易
に
す
る
た
め

に
必
要
な
補
装
具
を
交
付
・
修
理
し
ま
す
。

※
世
帯
の
住
民
税
に
応
じ
て
一
部
負
担
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
と
の
関

係
上
給
付
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　平成18年４月から自立支援法が順次施行され、障

害者を取り巻く環境は大きく変わってきています。市

では障害者のために様々な事業を展開しています。各

事業は国、県の補助を受けて市が行うものと、市だけ

で行う単独事業、その他国や県の費用だけで行う事業

もあります。

　障害者福祉事業の内容とその費用についてお知らせ

します。

①委託料…事業の運営を委託するための費用
②補助金…事業の運営に対して補助する費用
③扶助費…住民（障害者）の生活を助けるための費用

①�委託料�（単位：千円）

障害程度区分認定調査・ケアプラン作成
� 2,327
心身障害者小規模作業所運営委託料
� 19,000
障害者デイサービス事業� 5,500

【市単独事業】
地域生活支援事業� 45,279

－内訳－（　）内は委託先
相談支援（笛吹社協・美咲園）� 20,835
地域生活支援センターⅠ型（笛吹社協）
� 13,276
　生活支援（笛吹社協）� 2,805
　社会参加促進（笛吹社協）� 1,545
　精神障害者デイケア（笛吹社協）� 2,925
　コミュニケーション支援（笛吹社協）�3,893

②補助金�（単位：千円）

地域生活支援センター事業Ⅲ型
（施設運営補助金）� 7,500
福祉ホーム補助金� 1,032
身障者団体補助金� 380
心身障害者小規模作業所補助金� 10,000

③扶助費�（単位：千円）

自立支援医療費� 89,521
補装具の交付・修理費� 18,000
各種障害者手当支給費� 24,030
重度心身障害者医療助成費� 213,865
障害福祉サービス（自立支援給付・
訓練等給付費）� 490,429
福祉タクシー利用助成費� 6,797
介助用自動車購入等助成費� 1,600
地域生活支援事業� 46,928

－内訳－
自動車改造費・運転免許取得費助成
� 400
社会参加支援� 37,956
障害者福祉有償運送利用助成� 2,400
日常生活用具給付� 6,172

①7.4%

②1.9%

③90.7%

自
立
支
援
医
療
制
度

補
装
具
の
交
付
・
修
理

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

特
別
児
童
扶
養
手
当

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

介
助
用
自
動
車
購
入
助
成

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

特
別
障
害
者
手
当
等

障
害
児
福
祉
手
当

　
予
算
額
　
２
億
１
３
８
６
万
５
千
円

　
重
度
の
障
害
者
が
病
院
な
ど
で
診
療
を

受
け
た
と
き
、
各
種
保
険
制
度
に
よ
る
医

療
費
の
自
己
負
担
（
各
保
険
の
付
加
給
付

金
及
び
高
額
療
養
費
・
食
事
療
養
費
は
除

く
）
を
、
申
請
に
よ
っ
て
助
成
し
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
予
算
　
国
県
支
出
金
か
ら
支
給

　
20
歳
未
満
の
心
身
障
害
者
を
扶
養
し
て

い
る
人
に
対
し
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
児
童
が
施
設

入
所
中
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
予
算
額
　
１
６
２
６
万
５
千
円

　
20
歳
以
上
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
重

複
障
害
な
ど
、
著
し
い
障
害
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
、
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
障
害
者
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
次
の
状
態
の
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

・
施
設
に
入
所
し
て
い
る

・
病
院
等
に
３
カ
月
以
上
入
院
中

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
予
算
額
　
７
７
６
万
５
千
円

　
20
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
と

２
級
の
一
部
か
、
療
育
手
帳
の
等
級
Ａ
、

ま
た
は
精
神
な
ど
に
療
育
手
帳
の
等
級
Ａ

と
同
等
の
重
度
障
害
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
児
童
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
児

童
が
施
設
入
所
中
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
予
算
額
　
６
７
９
万
７
千
円

　
在
宅
の
重
度
障
害
者
を
対
象
に
、
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
、
そ
の
料
金
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
、
左
記
の
用
件
に
該
当
し
て
い
て

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

て
い
な
い
方

①
障
害
程
度
が
肢
体
不
自
由
お
よ
び
視

覚
障
害
の
１
級
・
２
級
の
方

②
内
部
障
害
１
級
の
方
（
腎
臓
・
心
臓
・

呼
吸
器
・
免
疫
・
膀
胱
直
腸
）

③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方
で
障

害
程
度
Ａ
の
方

④
要
介
護
老
人
（
非
課
税
世
帯
で
前
年

度
介
護
慰
労
金
の
支
給
を
受
け
て
い

る
者
に
介
護
さ
れ
て
い
る
方
）

※
対
象
に
該
当
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た

場
合
、
交
付
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

〈
助
成
枚
数
〉

　
最
大
で
５
９
０
円
×
48
枚
（
年
間
）

　
ひ
と
月
あ
た
り
４
枚
で
す
の
で
、
５
月

以
降
の
申
請
月
に
よ
っ
て
交
付
枚
数
は
減

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
内
部
障
害
者
へ
の
給
付
及
び
、

助
成
枚
数
に
お
い
て
、
市
で
は
県
の
基
準

に
上
乗
せ
し
て
交
付
し
て
い
ま
す
。

（
県
基
準
で
は
月
あ
た
り
２
枚
の
交
付
で

あ
り
内
部
障
害
者
へ
の
給
付
は
無
し
）

　
予
算
額
　
１
６
０
万
円

　
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
に
１
・
２
級
以

上
の
障
害
が
あ
り
、
車
い
す
を
使
用
す
る

在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
や
、
寝
た
き
り

老
人
の
移
動
介
助
の
た
め
に
リ
フ
ト
付
の

車
を
購
入
し
た
り
、
同
様
に
改
造
す
る
場

合
、
そ
の
装
備
分
に
限
り
経
費
を
助
成
し

ま
す
。

　
助
成
額
　
最
高
額
40
万
円

※
助
成
額
は
福
祉
装
備
費
用
の
３
分
の
２

で
あ
り
、
装
備
の
基
準
上
限
は
60
万
円

の
た
め
、
そ
れ
に
満
た
な
い
場
合
は
減

額
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
予
算
額
　
４
億
９
５
９
２
万
９
千
円

　
自
立
支
援
法
に
よ
り
、
ど
の
障
害
の
人

も
共
通
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
大
き
く

次
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
訪
問
系
〉

　
基
本
的
に
在
宅
の
障
害
者
の
居
宅
に
訪

問
し
て
行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
、
居
宅
介

護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
重
度
訪
問
介
護
、
行
動
援
護

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
入
所
、
重
度

障
害
者
等
包
括
支
援
が
あ
り
ま
す
。

〈
日
中
活
動
系
〉

　
在
宅
の
障
害
者
で
、
日
中
、
医
療
支
援

が
必
要
な
方
や
、
入
浴
な
ど
生
活
介
護
が

必
要
な
場
合
、
医
療
機
関
・
福
祉
施
設
な

ど
で
過
ご
す
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
授
産
施
設
や
更
生
施
設
で

の
訓
練
、
就
労
移
行
訓
練
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
独
自
の
事
業
と
し
て
障
害

者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

[

市
独
自
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
対
象
者]

　
自
立
支
援
法
で
の
認
定
で
、
非
該
当
か

軽
度
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
で
き
な
い
と

判
定
さ
れ
た
方
の
う
ち
、
や
む
を
え
な
い

諸
事
情
に
よ
り
こ
の
事
業
が
必
要
と
判
断

さ
れ
る
方
な
ど

※
利
用
料
の
一
割
は
自
己
負
担
で
、
１
週

間
の
利
用
は
３
回
以
内
と
な
り
ま
す
。

〈
居
住
系
〉

　
一
般
の
在
宅
居
住
が
困
難
で
、
ケ
ア
ホ

ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
が
必

要
な
方
や
、
施
設
等
に
入
所
し
生
活
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
人
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

小規模作業所での作業
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心
身
障
害
者
小
規
模
作
業
所

社
会
参
加
促
進

福
祉
ホ
ー
ム

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

障
害
者
等
社
会
参
加
支
援

日
常
生
活
用
具
の
給
付

身
体
障
害
者
自
動
車
改
造
費
助
成

笛
吹
市
精
神
障
害
者
デ
イ
ケ
ア

相
談
支
援

生
活
支
援

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業︵
Ⅲ
型
︶

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業︵
Ⅰ
型
︶

障
害
者
福
祉
有
償
運
送
利
用
費
助
成

　
予
算
額
　
２
９
０
０
万
円

　
授
産
施
設
に
入
所
・
通
所
し
て
い
な

い
在
宅
の
心
身
障
害
者
に
、
自
活
に
必

要
な
授
産
の
場
を
提
供
し
、
自
立
更
生

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
作
業

所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
は
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
し
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
民
間
授
産
施
設
１
箇
所
に
運

営
費
補
助
金
を
交
付
し
運
営
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
現
在
笛
吹
市
内
に
は
、
左
記
の
５
施

設
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
御
坂
も
も
の
花
作
業
所

　
☎
０
５
５
︵
２
６
３
︶
０
８
４
８

○
い
ち
の
み
や
夢
ふ
う
せ
ん
福
祉
作
業
所

　
☎
０
５
５
３
︵
４
７
︶
２
２
８
８

○
八
代
ふ
れ
あ
い
作
業
所

　
☎
０
５
５
︵
２
６
５
︶
２
２
４
０

○
か
す
が
い
ふ
れ
あ
い
作
業
所

　
☎
０
５
５
３
︵
２
６
︶
３
６
８
２

○
民
間
授
産
施
設
つ
く
し
の
家

　
☎
０
５
５
︵
２
６
２
︶
２
９
４
３

︿
作
業
内
容
﹀

　
作
業
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

各
作
業
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
予
算
額
　
２
４
０
万
円

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
行
う
福
祉
有
償

運
送
制
度
を
利
用
す
る
方
の
う
ち
、
透

析
を
受
け
て
い
て
、
頻
回
に
通
院
す
る

必
要
が
あ
り
、
身
体
状
況
・
周
囲
の
援

助
の
状
況
な
ど
を
審
査
し
、
真
に
自
己

の
通
院
能
力
が
な
い
方
で
、
か
つ
所
得

の
低
い
方
に
対
し
、
利
用
料
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
ご
相
談
な
ど
も
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
重
度
の
障
害
者
が
暮
ら
す
た
め
の
家

屋
の
改
修

▼
遷
延
性
意
識
障
害
者
紙
お
む
つ
助
成

※
遷
延
性
意
識
障
害
と
は
、
疾
病
ま

た
は
事
故
に
よ
り
、
摂
食
の
不
可
・

寝
た
き
り
・
最
重
度
の
意
識
障
害

の
状
態
が
３
カ
月
以
上
続
い
た
状

態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

▼
自
動
車
税
の
減
免

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
免
除
等

▼
自
動
車
燃
料
費
の
助
成

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
福
祉
総
務
課

　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
０
５
５
︵
２
６
２
︶１
２
７
１

　
地
域
生
活
支
援
事
業
は
、
障
害
者
自

立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、
障
害
者
が

自
立
し
た
日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
、
市
が
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　
笛
吹
市
が
地
域
生
活
支
援
事
業
と
し

て
実
施
す
る
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
予
算
額
　
２
０
８
３
万
５
千
円

　
障
害
者
や
そ
の
家
族
な
ど
か
ら
の
福

祉
に
関
す
る
各
種
相
談
に
応
じ
、
必
要

な
情
報
の
提
供
・
助
言
、
障
害
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
援
助
な
ど
の
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

︵
利
用
料
は
無
料
︶

■
申
請
・
問
合
せ
先

・
身
体
障
害
者
と
精
神
障
害
者
の
方
は

　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

・
知
的
障
害
者
の
方
は

　
　
美
咲
園
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　
　
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所

　
予
算
額
　
７
５
０
万
円

　
障
害
者
に
、
通
所
に
よ
る
創
作
的
活

動
や
生
産
活
動
の
機
会
を
提
供
し
、
社

会
と
の
交
流
の
促
進
等
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
の
地
域

に
お
け
る
生
活
を
支
援
し
、
在
宅
の
障

害
者
の
自
立
及
社
会
参
加
の
促
進
を
図

る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

︵
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、
食
事
の
費
用
、

材
料
費
等
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
︶

■
申
請
・
問
合
せ
先

　
さ
く
ら
ハ
ウ
ス
石
和

　
予
算
額
　
１
３
２
７
万
６
千
円

　
前
述
の
Ⅲ
型
に
加
え
、
精
神
保
健
福

祉
士
等
の
専
門
職
員
を
配
置
し
、
医
療
・

福
祉
及
び
地
域
の
社
会
基
盤
と
の
連
携

強
化
の
た
め
の
調
整
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
育
成
、
障
害
に
対
す
る
理
解
促
進
・

普
及
啓
発
等
を
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

︵
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、
食
事
の
費
用
、

材
料
費
等
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
︶

■
申
請
・
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
予
算
額
　
２
８
０
万
５
千
円

　
障
害
者
に
、
日
常
生
活
上
必
要
な
訓

練
指
導
等
、
本
人
活
動
支
援
な
ど
を
行

う
こ
と
に
よ
る
社
会
復
帰
を
促
進
す
る

た
め
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

︵
利
用
料
は
無
料
︶

▼
生
活
訓
練

歩
行
訓
練
教
室
、
料
理
教
室
、
パ
ソ

コ
ン
教
室
及
び
就
労
研
修
会
な
ど

▼
本
人
活
動
支
援

太
鼓
教
室
︵
笛
吹
ど
ん
ど
こ
太
鼓
︶
、

創
作
活
動
教
室
︵
書
道
教
室
・
絵
画

教
室
・
陶
芸
教
室
︶
及
び
地
域
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
る
た
め
の
交

流
事
業

▼
福
祉
機
器
リ
サ
イ
ク
ル

住
民
か
ら
、
地
域
で
余
っ
て
い
る
福

祉
機
器
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
必

要
と
す
る
障
害
者
の
方
に
貸
出
し
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
予
算
額
　
１
５
４
万
５
千
円

　
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
活
動
な
ど
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
の
社

会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
次
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
︵
負
担
金
の
あ
る

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
︶

▼
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

▼
社
会
参
加
・
交
流
の
機
会
提
供
等

■
申
請
・
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
予
算
額
　
１
０
３
万
２
千
円

　
笛
吹
市
の
障
害
者
が
入
所
し
て
い
る

福
祉
ホ
ー
ム
に
対
し
て
、
運
営
費
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
障
害
福
祉
担
当

　
予
算
額
　
２
９
２
万
５
千
円

　
在
宅
で
回
復
途
上
の
精
神
障
害
者
を

対
象
に
、
社
会
参
加
の
促
進
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
内
容
は
、

手
工
芸
・
ス
ポ
ー
ツ
・
野
外
レ
ク
な
ど

を
通
し
て
、
集
団
活
動
、
創
作
活
動
、

生
活
指
導
を
精
神
保
健
福
祉
士
や
保
健

師
と
一
緒
に
学
ん
で
い
き
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
予
算
額
　
３
８
９
万
３
千
円

　
聴
覚
障
害
者
及
び
視
覚
障
害
者
の
福

祉
増
進
と
、
社
会
参
加
の
促
進
を
目
的

と
し
て
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

︵
利
用
料
・
受
講
料
は
無
料
︶

▼
手
話
通
訳
者
の
派
遣

▼
声
の
広
報
発
行

▼
手
話
・
朗
読
奉
仕
員
の
養
成

▼
生
活
情
報
等
の
点
訳

■
申
請
・
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
予
算
額
　
３
７
９
５
万
６
千
円

　
障
害
者
が
、
社
会
活
動
に
参
加
し
、

地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、

次
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

※
利
用
料
は
、
実
施
事
業
所
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
︵
１
時
間
６
５
０
円
以
内
︶

▼
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

外
出
困
難
な
障
害
者
に
対
し
て
の
支

援
▼
日
中
一
時
支
援
サ
ー
ビ
ス

一
時
預
か
り
・
見
守
り
等
の
支
援

▼
生
活
訓
練
等
サ
ー
ビ
ス

日
常
生
活
に
必
要
な
能
力
向
上
を
目

的
に
支
援
員
の
派
遣
等
を
行
い
ま
す
。

▼
経
過
的
介
護
給
付
サ
ー
ビ
ス

■
申
請
・
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
障
害
福
祉
担
当

　
予
算
額
　
６
１
７
万
２
千
円

　
在
宅
で
生
活
す
る
障
害
者
︵
児
︶
の

日
常
生
活
を
容
易
に
す
る
た
め
の
用
具

を
給
付
し
ま
す
。
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
、

給
付
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

※
世
帯
の
住
民
税
に
応
じ
て
、
一
部
負

担
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
介
護
保
険
が

優
先
と
な
り
ま
す
の
で
、
給
付
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
障
害
福
祉
担
当

　
予
算
額
　
40
万
円

　
重
度
の
肢
体
不
自
由
者
自
身
の
運
転

す
る
自
動
車
を
、
障
害
に
あ
わ
せ
改
造

す
る
場
合
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

︵
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。︶

︿
ご
注
意
く
だ
さ
い
﹀

　
地
域
生
活
支
援
事
業
は
、
事
業
ご
と

に
連
絡
先
が
異
な
り
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、

各
事
業
説
明
の
終
わ
り
に
連
絡
先
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
電
話
番
号
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
４
４
８
　

　
☎
０
５
５(

２
６
３)
１
７
７
７

　
ͅ
０
５
５(

２
６
３)

１
７
６
９

○
美
咲
園
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所

　
笛
吹
市
八
代
町
北
２
３
６
　

　
☎
０
５
５(

２
６
５)

１
８
５
０

○
さ
く
ら
ハ
ウ
ス
石
和

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
４
４
８

　
☎
０
５
５(

２
６
３)

８
０
８
１

○
保
健
福
祉
部
福
祉
総
務
課

　
障
害
福
祉
担
当

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
８
０
０

　
☎
０
５
５(

２
６
２)

１
２
７
１
㈹

　
ͅ
０
５
５(

２
６
２)

１
２
７
２

社会参加促進で太鼓の練習
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■
入
居
者
の
決
定

①
提
出
さ
れ
た
書
類
の
内
容
を
審
査
し
、

各
団
地
の
入
居
申
請
者
名
簿
に
申
請

順
に
掲
載
し
ま
す
。

②
申
請
し
た
団
地
に
空
き
部
屋
が
で
き

入
居
可
能
に
な
っ
た
時
、
入
居
申
請

者
名
簿
の
早
い
番
号
の
申
請
者
に
連

絡
し
ま
す
。

③
入
居
時
点
で
の
入
居
資
格
審
査
の
た

め
、
改
め
て
入
居
申
請
書
ほ
か
関
係

書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
書
類
審
査
を
行
い
入
居
決
定
し
た
方

に
入
居
決
定
の
通
知
を
し
ま
す
。

⑤
入
居
申
請
者
及
び
そ
の
同
居
者
が
暴

力
団
員
で
あ
る
場
合
は
入
居
で
き
ま

せ
ん
。

■
申
請
受
付
期
間

９
月
18
日
（
火
）
か
ら
随
時
受
け
付
け
ま

す
。

■
申
請
書
類

建
設
部
管
理
総
務
課
、
ま
た
は
市
民
活

動
支
援
課
振
興
担
当
、
各
支
所
地
域
課

窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

■
申
請
受
付
場
所

建
設
部
　
管
理
総
務
課
（
八
代
分
庁
舎
）

　
※
電
話
で
の
申
請
は

　
　
お
受
け
で
き

　
　
ま
せ
ん
。

■�入居収入基準�■

3,920,000円
以下

3,540,000円
以下

3,160,000円
以下

2,780,000円
以下

2,400,000円
以下

収入基準額

世帯人数 単身世帯 2人世帯� 3人世帯 4人世帯 5人世帯

団地名

石和下平井団地1～4

石和下平井団地5～6

石和上平井第一団地

石和中川東部団地6号棟

石和中川東部団地7号棟

みさか桃源郷公園団地

いちのみや桃の里団地

八代三反田団地

八代村上団地

八代久保田住宅6号

境川大坪団地1号棟

境川大坪団地2号棟

春日居熊野堂団地

春日居小松団地A棟

春日居小松団地A棟

春日居小松団地B棟

芦川新井原団地

芦川天神原団地

住　所

石和町下平井363

石和町下平井363

石和町上平井795-1

石和町中川1469

石和町中川1469

御坂町下黒駒411

一宮町中尾7-2

八代町米倉1669

八代町岡217-1

八代町岡1661

境川町大坪1118

境川町大坪1118

春日居町熊野堂193-1

春日居町小松808-1

春日居町小松808-1

春日居町小松808-1

芦川新井原1121

芦川鶯宿460-1

建築
年度

S45

S45

H10

S55

H5

H14

S62

S63

H5

S53

S55

S56

S60

H12

H12

H12

S63

S62

構　造

平屋

平屋

4F

2F

2F

2F

4F

3F

3F

平屋

2F

2F

3F

3F

3F

3F

2F

2F

簡準

簡準

中耐

簡準

耐

耐

中耐

中耐

中耐

簡準

簡準

簡準

中耐

中耐

中耐

中耐

低耐

低耐

2K

規格

3K

3DK

3DK

3DK

3LDK

3DK

3DK

3DK

3K

4K

3K

3DK

3DK

2DK

3DK

3DK

3DK

汲取

トイレ

汲取

水洗

汲取

水洗

水洗

水洗

水洗

水洗

汲取

水洗

水洗

水洗

水洗

水洗

水洗

水洗

水洗

5,400

家　賃（円）

5,900

27,000

17,900

22,400

22,800

19,800

22,100

26,800

10,200

15,200

15,700

19,800

27,200

21,800

27,200

14,100

14,000

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

8,900

9,800

44,800

29,600

37,200

37,800

32,800

36,700

44,300

16,900

25,200

26,100

32,800

45,100

36,000

45,100

23,400

23,300

※収入に応じて家賃が決定されます。

※入居申込みの際、入居希望団地を選んでいただきますが、号棟・階層・部屋の間取りなど

の指定はできません。

募集団地一覧表

＊収入基準額は、所得税法上の所得であり、世帯の合計所得が上記の基準内であること。

＊所得控除後の金額から扶養等控除した後の月額（年額÷12）が20万円以内であること。

＊高齢者・障害者・小学校就学前の子供のいる世帯は収入基準が緩和されます。詳しくはお問い合わせく

ださい。

■問合せ先　　建設部　管理総務課　☎055（265）4763
　　　　　　　　　　　笛吹市八代町南917　八代分庁舎1階
　　　　　　　または、本庁舎市民活動支援課振興担当　　☎055（262）4111
　　　　　　　　　　　各支所地域課　　　　御坂支所　　☎055（262）2271
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一宮支所　　☎0553（47）1111
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　境川支所　　☎055（266）2111
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　春日居支所　☎0553（26）3111
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芦川支所　　☎055（298）2111

■
入
居
資
格

▽
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
こ

と
▽
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
こ
と

▽
現
在
、
公
営
住
宅
（
県
営
、
市
町
村
営

な
ど
）
に
入
居
し
て
い
な
い
こ
と

▽
世
帯
を
構
成
し
て
い
る
こ
と

た
だ
し
、
申
し
込
み
時
に
世
帯
を
構
成

し
て
い
な
く
て
も
婚
約
中
で
「
婚
約
承

諾
書
」
が
提
出
で
き
、
か
つ
契
約
時
に

は
新
戸
籍
謄
本
、
ま
た
は
婚
姻
届
け
受

理
証
明
書
を
提
出
で
き
る
方
は
申
請
で

き
ま
す
。

▽
入
居
時
に
市
内
に
居
住
し
、
年
間
所
得

金
額
１
８
０
万
円
以
上
（
年
収
３
０
０

万
円
以
上
）
の
収
入
が
あ
る
連
帯
保
証

人
（
家
賃
そ
の
他
の
市
営
住
宅
に
係
る

債
務
を
保
証
す
る
能
力
を
有
す
る
方
）

を
立
て
ら
れ
る
こ
と

※
現
在
、
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
入
居
予
定
者
は
連
帯
保

証
人
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

▽
日
本
国
籍
を
有
す
る
こ
と
、
ま
た
は
永

住
許
可
な
ど
を
受
け
て
い
る
外
国
人
で

あ
る
こ
と

▽
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
基
準
内
の
収
入

で
あ
る
こ
と

　
今
ま
で
市
営
住
宅
入
居
は
、
空
き
部

屋
に
対
し
て
募
集
を
行
い
、
入
居
者
を

決
定
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
９
月
18
日
（
火
）
か
ら
随
時

入
居
申
請
を
受
け
付
け
、
入
居
資
格
に

該
当
す
れ
ば
空
き
部
屋
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
、
申
請
順
に
入
居
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
申
請
時
に
入
居
資
格
に
該

当
し
て
い
て
も
、
入
居
時
に
該
当
し
な

く
な
っ
た
場
合
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。



　
７
月
25
日
、
春
日
居
農
産
物
直
売
所

で
春
日
居
ク
ラ
ブ
に
よ
る
桃
カ
レ
ー
の

試
食
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
桃
カ
レ
ー
は
、
規
格
外
の
桃
の

活
用
を
試
み
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
生

ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
一
見
普
通
の
カ
レ
ー
で
す
が
、
中
に

入
っ
て
い
る
桃
を
食
べ
る
と
、
そ
の
ほ

の
か
な
甘
い
香
り
が
口
の
中
で
ひ
ろ
が

り
ま
す
。

　
﹁
作
る
の
に
手
間
は
か
か
る
け
ど
、
そ

の
手
間
で
カ
レ
ー
が
お
い
し
く
な
る
ん

で
す
。
﹂
と
メ
ン
バ
ー
は
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
桃
カ
レ
ー
を
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
も
提
供
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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どれにしようかな?

　
８
月
１
日
、
市
役
所
で
、
県
の
春
の

選
手
権
大
会
や
夏
の
中
学
総
体
で
好
成

績
を
収
め
、
各
ス
ポ
ー
ツ
種
目
の
県
代

表
と
し
て
関
東
大
会
・
全
国
大
会
に
出

場
す
る
市
内
中
学
生
選
手
の
壮
行
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
各
種
目
の
代
表
者
が
市
役

所
を
訪
れ
、
荻
野
市
長
ら
に
出
場
の
報

告
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
市
長
は
、
﹁
健
闘
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
打

ち
込
め
る
環
境
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
ご

家
族
に
感
謝
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と
激
励

し
ま
し
た
。

市長からの激励を受ける選手

会場にはたくさんの歴史ファンが

おいしそうな桃にニッコリ

　
７
月
12
日
、
中
央
自
動
車
道
路
一
宮

御
坂
イ
ン
タ
ー
料
金
所
で
、
﹁
み
さ
か
の

桃
﹂
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
高
速
道
路
で
の
安

全
運
転
の
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
特
産
品
の
﹁
桃
﹂

や
御
坂
地
域
の
観
光
Ｐ
Ｒ
、
交
通
安
全

の
啓
発
の
た
め
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
お

り
、
笛
吹
市
御
坂
町
観
光
協
会
フ
ル
ー

ツ
部
会
・
中
日
本
高
速
道
路
㈱
甲
府
管

理
事
務
所
・
県
警
高
速
道
路
交
通
警
察

隊
が
、
雨
の
中
、
料
金
所
の
利
用
者
約

３
０
０
人
に
新
鮮
な
﹁
桃
﹂
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
思
い
が
け
な
い
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

優勝した一宮クラブのメンバー

種　目

◎関東大会出場（敬称略）

ソフトテニス男子団体

ソフトテニス男子個人

ソフトテニス女子団体

ソフトテニス女子個人

柔道男子個人

相撲団体

相撲個人

体操個人

新体操個人

陸上男子共通3000m

陸上男子共通走り高跳び

陸上男子2年100m

陸上女子2年100m

陸上女子1年100m

水泳男子400mメドレーリレー

水泳男子50m・100m自由形

水泳男子100m・200m背泳ぎ

水泳男子400m自由形

　　　　200mバタフライ

水泳女子200m自由形

水泳女子100m・200m背泳ぎ

水泳女子100m・200m平泳ぎ

野球

弓道女子団体

◎全国大会出場（敬称略）

柔道男子個人

相撲個人

弓道女子個人

石和中

石和中：野澤・徳田/杉田・大林

一宮中：中村・小池

石和中

石和中：太田・佐野/清水・橘田

石和中：丹澤一道

一宮中：小林大貴

石和中

一宮中：田中智之

浅川中：桑原由希子

石和中：代永萌加

御坂中：雨宮　健

御坂中：鵜川　祐

御坂中：志村俊幸

御坂中：塚越　彩

御坂中：秋山琴美

春日居中:佐藤・金山・広瀬・三澤

春日居中：佐藤隼基

春日居中：金山孝史

春日居中：三澤椋一

春日居中：金山裕香

一宮中：遠藤友香理

一宮中：椚　茜　　

浅川中

石和中

御坂中

一宮中：小林大貴

一宮中：田中智之

石和中：小泉　茜

陸上男子共通3000m 御坂中：雨宮　健

学校名・生徒名

　
７
月
１
日
・
８
日
、
富
士
吉
田
市
内
を

会
場
に
山
梨
県
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

兼
全
日
本
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
山
梨

県
予
選
が
行
わ
れ
、
一
宮
ク
ラ
ブ
︵
一
宮

町
︶
が
見
事
優
勝
、
全
国
大
会
へ
の
出
場

を
決
め
ま
し
た
。

　
８
日
、
順
調
に
勝
ち
進
ん
だ
同
チ
ー
ム

は
準
決
勝
戦
を
む
か
え
、
昨
年
度
優
勝
の

塩
山
ク
ラ
ブ
と
対
戦
、
５
対
３
で
退
け
決

勝
戦
へ
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
で
は
、
牧
丘
壮
年
を
７
対
４
で

破
り
、
優
勝
す
る
と
と
も
に
９
月
７
日
か

ら
石
川
県
金
沢
市
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
の
県
大
会
優
勝
は
２
年
ぶ
り

２
回
目
、
全
国
大
会
は
３
回
目
の
出
場
と

な
り
ま
す
。

決勝戦、初回にスクイズを決めて先制

　
８
月
２
日
、
小
瀬
球
場
で
山
日
Ｙ
Ｂ

Ｓ
杯
県
少
年
野
球
大
会
準
決
勝
・
決
勝

戦
が
行
わ
れ
、
御
坂
西
チ
ー
ム
が
見
事

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
午
前
中
行
わ
れ
た
準
決
勝
で
は
、
真

木
︵
大
月
︶
を
２
対
１
で
退
け
、
午
後

の
決
勝
に
臨
み
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
で
は
、
Ｙ
・
Ｓ
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
︵
上
野
原
︶
に
対
し
て
初
回
に
先
制

し
た
も
の
の
勝
ち
越
さ
れ
、
１
対
３
で

惜
敗
し
ま
し
た
。

　
炎
天
下
、
は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
す
る

選
手
た
ち
に
観
客
席
か
ら
は
、
盛
ん
な

声
援
と
健
闘
を
た
た
え
る
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
21
日
、
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
で

山
梨
県
文
化
財
保
護
指
導
委
員
の
大
村

和
夫
氏
の
講
演
会
﹁
武
田
氏
の
栄
光
と

落
陽
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
同
博
物
館
の
企
画

展
﹁
地
下
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
中
世

武
田
氏
の
史
跡
〜
﹂
に
あ
わ
せ
て
開
か

れ
た
も
の
で
す
。

　
大
村
氏
は
、
武
田
信
玄
の
家
臣
を
統

率
す
る
五
原
則
を
紹
介
し
、
ま
た
孫
子

の
旗
と
し
て
有
名
な
﹁
風
林
火
山
﹂
の

意
味
な
ど
、
手
作
り
の
資
料
を
用
い
て

解
説
し
ま
し
た
。

　
博
物
館
の
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
詰
め

掛
け
た
約
70
人
の
参
加
者
は
、
そ
の
分

か
り
や
す
い
解
説
に
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

連絡先

経営政策室広聴広報担当
TEL055（262）4111
　　（内線223・224）

このコーナーは市内の
いろいろな出来事を紹
介するコーナーです。
皆さんの身近な情報を
お知らせください。

カレーにはたくさんの桃が入っています

　
７
月
７
日
、
市
内
各
図
書
館
で
七
夕

ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
図
書
館
を
訪
れ
た
家
族
連
れ
や
子
ど

も
た
ち
は
、
短
冊
に
願
い
事
を
書
い
て

竹
に
飾
っ
た
り
、
図
書
館
職
員
が
作
っ

た
消
し
ゴ
ム
ス
タ
ン
プ
で
、
自
分
だ
け

の
暑
中
見
舞
い
や
名
刺
を
作
っ
た
り
し

ま
し
た
。

　
ス
タ
ン
プ
に
は
金
魚
や
カ
ブ
ト
ム
シ

な
ど
手
の
こ
ん
だ
細
工
が
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
を
手
に
し
た
人
た
ち
は
そ
の
細
か

さ
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
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平川館長の解説で館内を視察される秋篠宮ご夫妻と眞子さま

明治40年の大水害後の甲運橋の様子

　
こ
れ
ま
で
、
山

梨
県
は
幾
度
と
な

く
水
害
に
見
舞
わ

れ
、
災
害
と
復
旧

を
繰
り
返
し
て
き

ま
し
た
。

　
今
年
で
１
０
０

年
を
迎
え
た
明
治

40
年
８
月
の
大
水

害
は
、
そ
の
中
で

も
最
大
の
水
害
で

あ
り
、
甚
大
な
被

害
が
県
下
全
域
に

及
び
ま
し
た
。

　
特
に
、
現
在
の
笛
吹
市
域
の
被
害
は
甚
大
で
、
中

で
も
石
和
町
で
は
４
８
０
ミ
リ
と
い
う
史
上
最
大
級

の
降
雨
が
あ
り
、
当
時
の
笛
吹
川
︵
ほ
ぼ
現
在
の
平

等
川
筋
︶
が
氾
濫
し
、
地
域
が
荒
廃
す
る
と
と
も
に

多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
水
害
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
た
今

年
、
明
治
の
大
水
害
を
は
じ
め
、
過
去
に
笛
吹
市
域

で
起
き
た
主
な
風
水
害
を
記
録
誌
と
し
て
ま
と
め
、

発
刊
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
県
立
博
物
館
で
シ
ン
ボ
ル
展
を
開
催
中

﹁
﹁
米
キ
タ
﹂
﹁
ア
ス
ヤ
ル
﹂
︱
明
治
四
十
年
の
大
水

害
か
ら
百
年

︱

﹂

　
県
立
博
物
館
で
は
、
シ
ン
ボ
ル
展
﹁
﹁
米
キ
タ
﹂

﹁
ア
ス
ヤ
ル
﹂
︱
明
治
四
十
年
の
大
水
害
か
ら
百
年
︱
﹂

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
展
示
し
て
い
る
﹁
米
キ
タ
﹂﹁
ア
ス
ヤ
ル
﹂
は
、

明
治
40
年
の
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
、
洪
水
の
な
か
に

孤
立
し
空
腹
の
数
日
間
を
過
ご
し
た
石
和
の
人
々
に
、

食
糧
の
到
着
を
障
子
に
大
書
し
て
知
ら
せ
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
す
。
水
害
が
現
出
し
た
極
限
状
態
の
な
か
で
、

こ
う
し
た
他
者
へ
差
し
伸
べ
ら
れ
た
助
け
の
手
が
、

生
死
を
分
け
ま
し
た
。

　
先
人
た
ち
が
自
然
災
害
に
直
面
し
、
生
き
ぬ
い
た

記
録
と
し
て
こ
の
﹁
米
キ
タ
﹂
﹁
ア
ス
ヤ
ル
﹂
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時
　
８
月
21
日︵
火
︶〜
９
月
24
日︵
月
︶

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　︵
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
︶

▽
休
館
日
　
８
月
27
日
︵
月
︶
、
９
月
３
日︵
月
︶
・

　
　
　
　
　
10
日︵
月
︶・
18
日
︵
火
︶

■
場
　
所
　
県
立
博
物
館
シ
ン
ボ
ル
展
示
室

■
入
場
料
　
一
　
般
　
　
　
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
高
校
・
大
学
生
　
２
１
０
円

　
　
　
　
　
小
・
中
学
生
　
　
　
　
80
円

※
観
覧
料
・
常
設
展
の
観
覧
券
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
関
連
イ
ベ
ン
ト
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
８
月
25
日
︵
土
︶
、
９
月
15
日︵
土
︶

　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
か
ら
30
分
程
度

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
０
５
５︵
２
６
１
︶２
６
３
１

96人の命を救った「名誉の柿の木」

　
甲
斐
に
武
田
氏
が
勢
力
を
張
っ
た

時
代
に
は
、
有
力
武
士
や
そ
の
家
族

が
亡
く
な
っ
た
後
、
居
館
︵
き
ょ
か
ん
︶

を
墓
所
と
し
、
堂
院
が
建
て
ら
れ
た
。

﹁
武
田
氏
と
笛
吹
市
﹂
シ
リ
ー
ズ
①
で

紹
介
し
た
八
代
町
北
に
あ
る
清
道
院
は
、

武
田
信
成
︵
の
ぶ
し
げ
︶
の
館
跡
に

建
て
ら
れ
た
信
成
夫
人
の
菩
提
を
弔

う
た
め
の
寺
で
あ
る
。

　
石
和
町
小
石
和
に
あ
る
成
就
院
も
︵
山

号
を
六
角
山
︶
、
武
田

氏
十
四
代
甲
斐
国
守
護

武
田
信
重
の
館
で
あ
っ

た
。

　
信
重
の
父
信
満
は
﹁
上

杉
禅
秀
︵
ぜ
ん
し
ゅ
う
︶

の
乱
﹂
で
禅
秀
側
に
つ

い
た
た
め
幕
府
の
出
先

機
関
﹁
鎌
倉
府
﹂
か
ら

追
討
さ
れ
、
甲
州
市
大

和
で
自
ら
命
を
絶
っ
た
。

子
の
信
重
は
甲
斐
の
地

を
離
れ
て
高
野
山
に
逃

れ
仏
門
に
入
っ
て
し
ま

い
、
武
田
氏
の
勢
い
は

衰
え
て
し
ま
っ
た
。

　
甲
斐
国
守
護
武
田
氏

の
落
ち
目
を
突
い
て
、

逸
見
氏
︵
甲
斐
源
氏
︶

が
甲
斐
国
の
実
権
を
握

り
、
守
護
職
を
要
求
し

た
が
、
幕
府
は
認
め
な
か
っ
た
。
代
々

守
護
職
を
受
け
継
い
だ
甲
斐
の
武
田

氏
を
据
え
替
え
る
気
は
ま
っ
た
く
無

か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　
信
重
の
逃
亡
生
活
︵
出
家
生
活
︶

は
二
十
年
に
も
な
る
。
こ
の
間
、
幕

府
は
信
重
を
甲
斐
国
の
守
護
に
任
命

し
た
が
、
鎌
倉
府
の
足
利
持
氏
︵
も

ち
う
じ
︶
は
傲
然
︵
ご
う
ぜ
ん
︶
と

こ
れ
に
反
対
し
、
将
軍
足
利
義
持
の

怒
り
を
買
っ
た
。
義
持
は
将
兵
を
糾

合
︵
き
ゅ
う
ご
う
︶
し
て
鎌
倉
府
の

追
討
を
決
定
す
る
と
、
持
氏
は
白
旗

を
挙
げ
て
和
睦
を
願
い
出
た
の
で
あ

っ
た
。

　
信
重
は
幕
府
か
ら
手
厚
い
庇
護
を

受
け
て
お
り
、
守
護
職
ま
で
約
束
さ

れ
な
が
ら
、
甲
斐
へ
帰
る
こ
と
を
拒

否
し
つ
づ
け
、
四
国
の
方
へ
身
を
隠

し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

　
逸
見
氏
の
あ
と
勢
力
を
伸
ば
し
た

の
が
守
護
代
跡
部
氏
で
あ
る
。
し
か

し
甲
斐
の
実
権
を
握
っ
て
も
、
他
方

で
ひ
そ
か
に
京
へ
上
っ
て
信
重
に
甲

斐
に
帰
る
よ
う
要
請
し
た
。
信
重
は

跡
部
氏
の
本
心
を
慎
重
に
見
定
め
、

幕
府
、
信
濃
国
守
護
小
笠
原
氏
ら
多

く
の
援
助
を
得
て
、
つ
い
に
帰
国
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
・
・
・

　
信
重
は
、
一
説
に
八
代
の
小
山
城

の
城
主
穴
山
氏
に
挟
撃
さ
れ
て
自
殺

し
た
、
と
い
う
。
国
内
に
は
武
田
の

主
流
か
ら
分
か
れ
た
有
力
氏
族
が
隙

を
窺
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
詳
細
は

後
に
譲
る
が
、
そ
の
信
重
の
墓
が
成

就
院
の
墓
地
に
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て

お
り
、
普
段
は
人
影
も
な
い
。
こ
の

機
会
に
訪
れ
て
、
信
重
の
数
奇
な
人

生
に
思
い
を
は
せ
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。

馬頭観世音(成就院境内)六地蔵(成就院境内)

武田信重墓

成就院本堂

　
７
月
20
日
、
秋
篠
宮
殿
下
と
秋
篠
宮
妃
紀
子
さ
ま
、

長
女
眞
子
さ
ま
が
、
御
坂
町
に
あ
る
県
立
博
物
館
を
視

察
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
ご
訪
問
は
、
北
杜
市
で
開
か
れ
る
全
日
本
高

校
馬
術
競
技
大
会
へ
の
ご
出
席
と
地
方
事
情
ご
視
察
の

た
め
に
来
県
さ
れ
た
も
の
で
、
眞
子
さ
ま
の
公
式
行
事

で
の
ご
来
県
は
初
め
て
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
横
内
知
事
を
は
じ
め
、
荻
野
市
長
、
中

村
市
議
会
議
長
ら
が
秋
篠
宮
ご
夫
妻
と
眞
子
さ
ま
を
お

出
迎
え
し
、
知
事
か
ら
県
政
概
要
の
説
明
を
受
け
ら
れ

た
後
、
館
内
を
巡
り
、
山
梨
の
自
然
と
歴
史
を
紹
介
す

る
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
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■
場
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園

※
雨
天
の
場
合
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里

ふ
れ
あ
い
文
化
館
で
規
模
を
縮
小
し

て
開
催

■
内
容
　

▽
発
表
広
場
　

　
芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
表
︵
コ
ー

ラ
ス
・
太
鼓)

・
リ
レ
ー
ト
ー
ク

▽
交
流
広
場

　
福
祉
模
擬
店
・
食
の
コ
ー
ナ
ー

▽
学
び
と
体
験
の
広
場

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
発
信
、
点
字
・

手
話
、
高
齢
者
擬
似
体
験
、
車
い
す

体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
普
及
協
力
校
活

動
発
表

■
問
合
せ
先

第
３
回
笛
吹
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま

つ
り
実
行
委
員
会

☎
０
５
５
︵
２
６
５
︶
５
１
８
２

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進

し
、
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
増
進
す

る
た
め
、
高
齢
者
社
会
見
学
バ
ス
事
業
を

行
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
10
月
３
日
︵
水
︶

　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
︵
予
定
︶

■
行
き
先

諏
訪
︵
高
島
城
・
諏
訪
大
社
︶
、
北
杜

市
︵
風
林
火
山
館
︶

■
対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
︵
10
月
３
日
現
在
︶
の
方

■
参
加
費
　
１
０
０
０
円

　
︵
お
弁
当
代
・
見
学
料
の
一
部
︶

■
定
員

　
市
全
体
で
３
８
０
人
︵
先
着
順
︶

各
地
区
︵
旧
町
村
単
位
︶
ご
と
、
大
型

バ
ス
１
台
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

︵
石
和
２
台
︶

■
受
付
期
間

　
９
月
10
日
︵
月
︶〜
14
日︵
金
︶

■
申
込
方
法

　
社
会
福
祉
協
議
会
各
事
務
所
︵
支
所
︶

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

︵
受
付
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
︶

※
電
話
で
の
応
募
は
お
受
け
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会

石
和
事
務
所
︵
担
当
　
宮
嶋
︶

☎
０
５
５
︵
２
６
２
︶１
２
６
７

　
峡
東
地
区
内
の
在
宅
心
身
障
害
児
・
障

害
者
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
交
流
会
を
開

き
ま
す
。

■
日
時

　
10
月
20
日︵
土
︶

午
後
12
時
30
分
　
受
付

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分
　
交
流
会

■
場
所

　
山
梨
市
民
総
合
体
育
館

■
内
容
　

▽
太
鼓
発
表
＆
体
験
コ
ー
ナ
ー
︵
笛
吹

ど
ん
ど
こ
太
鼓
・
甲
州
ろ
う
あ
太
鼓
︶

▽
各
種
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

■
参
加
費

　
１
０
０
円

■
募
集
人
数

　
１
０
０
人

■
服
装
・
持
ち
物

　
運
動
で
き
る
服
装
・
体
育
館
履
き

■
受
付
期
間

　
10
日
12
日︵
金
︶ま
で
の
平
日

■
申
込
・
問
合
せ
先
　

・
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
支
援
セ
ン

タ
ー
ふ
え
ふ
き
︵
担
当
　
桐
原
︶

☎
０
５
５︵
２
６
３
︶１
７
７
７

ͅ
０
５
５︵
２
６
３
︶１
７
６
９

・
ス
カ
イ
コ
ー
ト
勝
沼
︵
担
当
　
廣
瀬
︶

☎
０
５
５
３︵
４
４
︶３
８
６
１

　
ͅ
０
５
５
３︵
４
４
︶３
８
６
２

　
全
国
ど
こ
で
も
大
人
気
の
自
衛
隊
音
楽

隊
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

華
麗
な
名
曲
の
数
々
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
10
月
21
日(

日)

　
午
後
１
時
30
分
開
場
　
午
後
２
時
開
演

■
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
入
場
料
　
無
料

た
だ
し
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
９

月
28
日(

金)

か
ら
、
整
理
券
を
ス
コ
レ

ー
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配
布
し
ま
す

■
問
合
せ
先
　

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５(

２
６
３)

７
９
５
９

　
地
域
の
み
な
さ
ん
に

下
水
道
へ
の
理
解
と
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

９
月
の
﹁
下
水
道
の
日
﹂
行
事
の

一
環
と
し
て
、
﹁
下
水
道
ま
つ
り
﹂
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
９
日︵
日
︶

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
︵
雨
天
決
行
︶

■
場
所

　
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
︵
石
和
町
東
油
川
４
１
７
番
地
︶

■
内
容

▽
下
水
道
施
設
見
学
会
・
下
水
道
相
談

コ
ー
ナ
ー
・
下
水
道
教
室

▽
ミ
ニ
下
水
道
展
︵
下
水
道
リ
サ
イ
ク

ル
製
品
な
ど
の
展
示)

・
水
質
実
験

▽
ロ
ー
ド
ト
レ
イ
ン
・
大
道
芸

▽
農
産
物
直
売
・
お
楽
し
み
抽
選
会
・

来
場
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

■
主
催
　
山
梨
県
・
㈶
山
梨
県
下
水
道
公

社
・
峡
東
流
域
下
水
道
推
進
協
議
会︵
甲

府
市
・
山
梨
市
・
笛
吹
市
・
甲
州
市
︶

■
問
合
せ
先

　
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
︵
２
６
３
︶２
７
３
８

　
旧
塩
山
市
出
身
︵
甲
府
市
在
住
︶
の
版

画
家
飯
塚
央
季
さ
ん
の
作
品
展
を
開
催
し

ま
す
。

　
飯
塚
さ
ん
は
、
ふ
る
さ
と
山
梨
の
美
し

く
あ
た
た
か
な
風
景
を
、
色
彩
豊
か
に
版

画
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
縄
文
時
代
か
ら
脈
々
と
続
く
人
々
の
暮

ら
し
と
、
そ
れ
を
見
守
る
山
々
の
雄
大
な

風
景
を
描
い
た
版
画
な
ど
50
点
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
５
日︵
水
︶〜
22
日︵
土
︶

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　︵
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
︶

▽
休
館
日
　
火
曜
日

■
入
館
料
　

　
一
　
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
・
中
・
高
校
生
　
１
０
０
円

︵
常
設
展
も
観
覧
で
き
ま
す
。
笛
吹
・

甲
州
市
内
の
小
学
生
と
付
き
添
い
の
方

は
、
学
校
で
配
布
さ
れ
た
利
用
券
を
お

持
ち
い
た
だ
く
と
無
料
で
す
。
︶

■
問
合
せ
先
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
０
５
５
３︵
４
７
︶３
３
３
３

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
た
め
の
照
明
が
、

夜
空
を
も
明
る
く
照
ら
し
、
星
の
光
を
か

き
消
し
て
い
ま
す
。
電
気
を
消
し
て
星
空

を
見
上
げ
、
身
近
な
環
境
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
10
月
７
日︵
日
︶午
後
６
時
〜
９
時

■
場
所
　
県
立
科
学
館

■
内
容

▽
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影

▽
望
遠
鏡
で
星
空
観
望
会

▽
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
・
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

観
望
会

■
問
合
せ
先
　
県
立
科
学
館

　
☎
０
５
５︵
２
５
４
︶８
１
５
９

　
市
民
の
方
に
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
﹁
一
人
一
役
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動
﹂
を
は
じ
め
と
す
る
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
輪
を
広
げ
る
た
め

の
お
ま
つ
り
で
す
。

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
14
日︵
日
︶

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
９
月
22
日
︵
土
︶
の
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲

府
対
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
戦
は
、
笛
吹

市
サ
ン
ク
ス
デ
ー
で
す
。

　
当
日
は
市
の
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
ハ

ー
フ
タ
イ
ム
抽
選
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー

レ
甲
府
の
勝
利
の

た
め
に
、
み
ん
な

で
応
援
に
行
き
ま

し
ょ
う
！

■
日
時

　
９
月
22
日
︵
土
︶

　
午
後
６
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

■
場
所

　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場

■
問
合
せ
先

　
経
営
政
策
室
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
０
５
５
︵
２
６
２
︶
４
１
１
１

︵
内
線
２
２
８
︶
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ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
石
和
薪
能
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
秋
の
夜
、
幽
玄
の
世
界
に

足
を
踏
み
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
10
月
10
日
︵
水)

　
午
後
６
時
開
場
　
６
時
30
分
解
説

　
７
時
開
演

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
演
目

仕
舞
﹁
弓
八
幡
﹂
﹁
鵜
飼
﹂
　

狂
言
﹁
月
見
座
頭
﹂

能
　
﹁
紅
葉
狩
﹂

■
出
演

梅
若
六
郎
、
山
本
則
俊
、
観
世
善
正
、

宝
生
欣
哉
、
佐
久
間
二
郎
ほ
か

■
料
金
　
指
定
席
５
０
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
遠
妙
寺

　
☎
０
５
５
︵
２
６
２
︶
２
８
４
６

・
早
川

　
☎
０
５
５
︵
２
６
２
︶
８
６
１
０

・
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
︵
２
６
３
︶
７
９
５
９

　
舞
台
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
歌
と
踊
り

の
楽
し
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
あ
な
た
も
見

に
き
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

▽
10
月
６
日
︵
土
︶︵
２
回
公
演
︶

　
午
後
１
時
開
演

　
午
後
５
時
開
演

▽
10
月
７
日
︵
日
︶︵
２
回
公
演
︶

　
午
前
10
時
30
分
開
演

　
午
後
２
時
開
演

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
料
金

　
大
人
５
０
０
円
︵
各
公
演
共
通
券
︶

　
中
学
生
以
下
無
料

■
問
合
せ
先
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
︵
２
６
３
︶７
９
５
９

　
Ｔ
Ｖ
番
組
お
し
ゃ
れ
工
房
な
ど
で
活
躍

し
て
い
る
柴
田
瑛
代
先
生
が
作
成
し
た
人

形
の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
９
月
１
日︵
土
︶〜
30
日︵
日
︶

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　︵
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
︶

▽
休
館
日

　
９
月
10
日︵
月
︶・
18
日︵
火
︶・
25
日︵
火
︶

■
料
金
　

　
一
　
般
・
大
学
生
　
５
０
０
円

　
小
・
中
・
高
校
生
　
２
５
０
円

■
問
合
せ
先

　
春
日
居
郷
土
館

　
☎
０
５
５
３︵
２
６
︶５
１
０
０

　
動
物
愛
護
週
間
事
業
と
し
て
動
物
愛
護

デ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
９
月
23
日︵
日
︶

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■
場
所

　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

■
内
容
　

▽
第
29
回
動
物
愛
護
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式

▽
長
寿
犬
飼
育
者
表
彰
式

▽
動
物
の
お
医
者
さ
ん
体
験
コ
ー
ナ
ー

▽
ポ
ニ
ー
乗
馬
コ
ー
ナ
ー

▽
犬
の
し
つ
け
方
教
室

▽
動
物
ク
イ
ズ

▽
動
物
を
つ
く
ろ
う

▽
動
物
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
問
合
せ
先

　
県
福
祉
保
健
部
　
衛
生
薬
務
課

　
食
品
衛
生
担
当

　
☎
０
５
５︵
２
２
３
︶１
４
８
９

　
笛
吹
市
テ
ニ
ス
協
会
が
、
市
内
在
住
の

初
心
者
を
対
象
に
テ
ニ
ス
教
室
︵
硬
式
︶

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

９
月
14
日
︵
金
︶
〜
10
月
19
日
︵
金
︶
ま
で

の
毎
週
金
曜
日
︵
計
６
回)

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

■
場
所

　
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
　
市
内
在
住
の
社
会
人

■
定
員
　
30
人

■
参
加
費

　
２
０
０
０
円

　
︵
コ
ー
ト
・
照
明
代
、
ボ
ー
ル
代
な
ど
︶

■
持
ち
物

ラ
ケ
ッ
ト
・
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ

ル
な
ど

■
申
込
方
法

９
月
1
日
︵
土
︶
か
ら
電
話
で
受
け
付
け

ま
す
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
乙
黒

　
☎
０
５
５
３
︵
４
７
︶
２
６
８
４

　
ͅ
０
５
５
３
︵
４
７
︶
２
９
９
１

・
吉
岡

　
☎
０
５
５
３
︵
２
６
︶
２
７
５
７

連
絡
は
午
後
７
時
以
降
に
お
願
い
し
ま

す
。

　
県
峡
東
農
務
事
務
所
で
は
、
認
定
農
業

者
や
企
業
的
農
業
経
営
を
目
指
す
方
を
対

象
に
、
農
業
簿
記
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
複
式
簿
記
の
記
帳
方
法
を
習
得
し
て
、

我
が
家
の
経
営
を
数
字
で
把
握
し
、
経
営

改
善
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
開
催
日
程
　
11
〜
２
月

■
内
容
・
定
員

①
簿
記
記
帳
コ
ー
ス
︵
全
７
回
︶

　
20
人

②
パ
ソ
コ
ン
簿
記
初
級
コ
ー
ス
︵
全
７

回
︶
20
人

③
パ
ソ
コ
ン
簿
記
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
コ

ー
ス
︵
全
５
回
︶
30
人

　
※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
場
所
　

　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

■
受
講
料

　
①
・
②
各
２
４
０
０
円
　
③
７
０
０
円

■
申
込
締
切
　
10
月
１
日︵
月
︶　

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
県
峡
東
農
務
事
務
所

農
業
農
村
支
援
課

　
☎
０
５
５
３
︵
２
０
︶２
７
０
７

講　師（敬称略）

10月20日(土)

ベストセラー「週末起業」の著者(藤井孝一)
が成功する起業のポイントを教えます。

藤井孝一（経営コンサルタント）

起業家の体験談を聞こう 高樹公一（飲食店経営）、田代英治（社会保険労務士）

10月27日(土)
起業までのステップと自分の状況の認識 塩野富佐男（中小企業診断士）

大野晃弘（会計コンサルタント）起業ネタのアドバイスをもらおう

11月 3日(土)
知っておくべきビジネスと経営戦略の基本原則

塩野富佐男（中小企業診断士）
商品化と顧客開拓方法を学ぼう

11月10日(土)
ビジネスプランの作成① 大野晃弘（会計コンサルタント）

＆サブインストラクタービジネスプランの作成②

11月17日(土)
起業のための知識と手続きを学ぼう 大野晃弘（会計コンサルタント）

起業プランを完成させよう
大野晃弘（会計コンサルタント）
＆サブインストラクター

日　程 研修テーマと内容

■申込･問合せ先　笛吹市商工会（笛吹市石和町市部467-1）　☎０５５(２６３)７８１１（担当：武川）

■日　程　平成19年10月20日〜11月17日の毎週土曜日（５日間・10講座）

■時　間　午前９時30分〜午後４時30分（全日程）

■会　場　笛吹市商工会　研修室

■対象者　開業を考えている方、既に開業した方、サラリーマン・主婦

■受講料　5,000円（消費税、テキスト代込。申込受付後に振込口座を連絡します。）

■定　員　40人（申込順・定員になり次第締め切りです。申込受付後に確認の連絡をします。）

■申　込　笛吹市商工会に電話でお申し込みください。
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県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
が
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数

▽
高
等
学
校
長
推
薦

・
生
産
技
術
科
　
　
　
９
人

・
電
子
技
術
科
　
　
　
14
人

・
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
９
人

・
情
報
技
術
科
　
　
　
14
人

▽
自
己
推
薦

　
各
科
　
１
人

▽
事
業
主
推
薦

　
各
科
　
１
人

■
試
験
日
　
10
月
17
日(

水)

■
願
書
受
付
期
間

　
９
月
20
日(

木)

〜
10
月
４
日(

木)

　(

た
だ
し
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く)

　
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
教
務
学
生
課

　
☎
０
５
５
３(

３
２)

５
２
０
１

　
市
で
は
、
対
象
者
に
敬
老
祝
金
を
９
月

15
日
（
土
）
か
ら
21
日
（
金
）
ま
で
の
「
老
人

週
間
」
に
お
届
け
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
が
対

象
で
す
。

▽
８
月
１
日
現
在
、
市
内
に
居
住
し
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
ま
た
は
外
国

人
登
録
が
さ
れ
て
い
る
方

▽
９
月
15
日
現
在
、
満
77
歳
・
満
88
歳
・

満
１
０
０
歳
以
上
の
方

■
支
給
年
齢
・
支
給
額

▽
満
77
歳
（
昭
和
４
年
９
月
16
日
〜
昭

和
５
年
９
月
15
日
生
ま
れ
の
方
）

　
３
０
０
０
円

▽
満
88
歳
（
大
正
７
年
９
月
16
日
〜
大

正
８
年
９
月
15
日
生
ま
れ
の
方
）

　
５
０
０
０
円

▽
満
１
０
０
歳
以
上
（
明
治
41
年
３
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

　
５
万
円

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課

高
齢
福
祉
担
当

☎
０
５
５(

２
６
１)

１
９
０
２

ま
た
は
各
支
所
住
民
課
（
芦
川
支
所
は

地
域
住
民
課
）

　
平
成
18
年
４
月
、
介
護
が
必
要
な
状
態

と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
24
時
間
体
制
で
支
え

る
た
め
の
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
が
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
指
定
し
、
原
則
と
し
て
市
民
の
み

が
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
市
が
指
定
し
て
い
る
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
お
よ
び
事
業
所
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

小
規
模
な
住
居
型
の
施
設
で
、
通
い
を

中
心
と
し
な
が
ら
、
訪
問
や
短
期
間
の

宿
泊
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
、
食
事
・

入
浴
な
ど
の
介
護
や
支
援
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

・
指
定
事
業
所
　
寿
ノ
家
寄
り
あ
い
所

　
石
和
町
四
日
市
場
２
０
３
１

　
☎
０
５
５(

２
６
３)

１
２
３
２

▽
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
）

認
知
症
の
高
齢
者
が
共
同
で
生
活
で
き

る
場
（
住
居
）
で
、
食
事
・
入
浴
な
ど

の
介
護
や
支
援
、
機
能
訓
練
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

※
要
支
援
１
の
方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
指
定
事
業
所
　

　
寿
ノ
家
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
石
和
町
四
日
市
場
２
０
３
１

　
☎
０
５
５(

２
６
３)

１
２
３
２

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
芙
蓉

一
宮
町
竹
原
田
１
３
５
９
―
１

☎
０
５
５
３(

４
７)

７
６
１
１

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
あ
ず
さ

春
日
居
町
国
府
４
３
６

☎
０
５
５
３(

２
６)

４
１
２
６

▽
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介

護
（
小
規
模
介
護
専
用
型
有
料
老
人
ホ

ー
ム)

定
員
29
人
以
下
の
小
規
模
な
介
護
専
用

の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
、
食
事
・

入
浴
な
ど
の
介
護
や
機
能
訓
練
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

※
要
支
援
１
・
２
の
方
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

・
指
定
事
業
所
　
リ
ブ
ズ
笛
吹

御
坂
町
成
田
２
４
７
７
―
１

☎
０
５
５(

２
６
１)

２
８
０
０

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課

☎
０
５
５(

２
６
１)

１
９
０
２

ま
た
は
各
事
業
所

　次とおり開催します。参加ご希望の方は、各教室の開催日の１週間前までに、各地域の社会福祉

協議会（委託）へお申し込みください。�����

　参加費は無料です。�����

　★印の開催日は、福祉用具の紹介があります。

　3日（水）�� 一宮福祉センター� 20

18日（木）�� 八代福祉センター� 20

　8日（木）�� 御坂農村センター� 20

19日（月）�� 芦川ふれあいプラザ� 20

　6日（木）�� 春日居福祉保健センター� 20

14日（金）★�� 八代福祉センター� 20

10日（木）�� いちのみや桃の里文化会館� 20

18日（金）�� 坊ヶ峯ふれあいセンター� 20

　7日（木）★�� スコレーセンター� 20

14日（木）★�� 御坂農村センター� 20

　6日（木）�� スコレーセンター� 20

14日（金）★�� 坊ヶ峯ふれあいセンター� 20

10月

定員

介護の基本～知れば怖くない！
介護を支えるサービス

中澤初枝（特別養護老人ホーム
尚古園�介護部長）

介護の基本～知れば怖くない！
介護を支えるサービス

中澤初枝（特別養護老人ホーム
尚古園�介護部長）

自立を促す介助～移動の仕方・
姿勢・更衣

小林八重子（元�訪問介護事業所
あおぞら�管理者）

自立を促す介助～移動の仕方・
姿勢・更衣

小林八重子（元�訪問介護事業所
あおぞら�管理者）

食事の工夫
～食は健康の源（調理実習）

田草川憲男（山梨学院短期大学
食物栄養科　教授）

排泄ケア～快適さを求めて・
賢いおむつの活用法

小林千代子（前�いちのみや訪問
看護ステーション所長）

食事の工夫～食は健康の源
（調理実習）

田草川憲男（山梨学院短期大学
食物栄養科　教授）

お口の中の健康管理～「食べる」
を楽しむために

歯科衛生士（かむかむ倶楽部）

排泄ケア～快適さを求めて・
賢いおむつの活用法

小林千代子（前�いちのみや訪問
看護ステーション所長）

清潔ケア～高齢者の入浴・効用
と注意点

小林八重子（元�訪問介護事業所
あおぞら　管理者）

お口の中の健康管理～「食べる」
を楽しむために

歯科衛生士（かむかむ倶楽部）

清潔ケア～高齢者の入浴・効用
と注意点

小林八重子（元�訪問介護事業所
あおぞら　管理者）

11月

12月

1月

2月

3月

午前10時
～11時30分

午後１時30分
～3時

午前10時
～11時30分

午後１時30分
～3時

午後１時30分
～3時30分

午後１時30分
～3時

午前10時
～12時

午後１時30分
～3時

午後１時30分
～3時

午前10時
～11時30分

午後１時30分
～3時

午後１時30分
～3時

開催日 時　間 講　師（敬称略）テーマ� 場　所

定員開催日 時　間 講　師（敬称略）テーマ� 場　所

■基礎編

■応用編

10月10日（水）� 春日居福祉会館� 30

11月　1日（木）� 春日居福祉会館� 30

12月13日（木）� 一宮福祉センター� 30

　1月16日（水）★� スコレーセンター� 30

　2月22日（金）� 八代福祉センター� 30

　3月13日（木）★� 御坂農村センター� 30

■申込・問合せ先

・笛吹市社会福祉協議会石和事務所　☎０５５(２６２)１２６７

・同　御坂事務所� ☎０５５(２６３)０８４８

・同　一宮事務所� ☎０５５３(４７)２２８８

・同　八代事務所� ☎０５５(２６５)２２４０

・同　境川事務所� ☎０５５(２６６)５９１１

・同　春日居事務所�☎０５５３(２６)３６６７

・同　芦川事務所� ☎０５５(２９８)２１７０

午後１時30分
～3時

午後１時30分
～3時

午後１時30分
～3時

午後１時30分
～3時

午後１時30分
～3時

午後１時30分
～3時

①認知症の理解～対応、治療
法�②介護者の心のケア

跡部�勝
（日下部記念病院�医師）

榎本�治子
（笛吹中央病院�看護部長）

口腔ケア～誤嚥（ごえん）性
肺炎の予防

歯科衛生士
（かむかむ倶楽部）

介護の負担軽減・寝たきり
のリハビリ

笛吹中央病院
リハビリテーション科

高齢者に起こりやすい病気
とその対応

古屋聡（牧丘病院　医師）

排泄の援助～心地よいお世
話を考える

小林千代子（前�いちのみや訪問
看護ステーション所長）

高齢者に多い肌トラブル
～床ずれ・感染症・乾燥肌
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「食育」はあらた
まって取り組むも
のではなく、毎日の
食卓から自然に学び
身についていくもので
す。「何」をどのよう
に食べて育つかは、勉
強や遊び、運動をするの
と同じように子どもたち
の成長に関わるとても重要
なことです。
家族そろって囲む楽しい食卓
は、家族の貴重なコミュニケ
ーションの場になります。

☎０５５（２６１）１９０１

☎０５５（２６２）２２７１

☎０５５３（４７）１１１１

☎０５５（２６５）２１１１

☎０５５（２６６）２１１１

☎０５５３（２６）３１１１

☎０５５（２９８）２１１１

保健福祉部健康づくり課

御坂支所

一宮支所

八代支所

境川支所

春日居支所

芦川支所

■問合せ先

食育基本法は、平成17年7月15日に施行されました。これまでも食育
への取り組みが行われてきましたが、この法律の目的は、国民が生
涯にわたって健全な心身をつちかい、豊かな人間性をはぐくむこと
ができるよう、食育を総合的かつ計画的に推進することにあります。

①生きる上での基本であって、知育、徳育、体育の基礎となるべきもの
②様々な経験を通して「食」に関する知識と「食」を選択する力を習

得し健全な食生活を実践することができる人間を育てること

＊食育月間の設定・実施（毎年6月）
＊継続的な食育推進運動（毎月19日は食育の日）
＊「食」に関わる関係団体、食生活改善推進員をはじめと

するボランティア団体などの協力体制の確立

①3回（朝・昼・夜）の規則正しい食事

②3皿（主食・主菜・副菜）を準備しましょう

③3色（黄・赤・緑）をそろえましょう

“1日3回食後3分間歯ブラシをしましょう”

＊
対
象
者
に
は
、
予
診
票
、
契
約
医
療
機

関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く
確
認
し

契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

＊
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
方
、
予

診
票
の
な
い
方
は
、
各
支
所
の
保
健
師

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

通知対象者

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合1期初回・追加

（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合� 1期

二 種 混 合 2 期

（ ジ フ テ リ ア ・ 破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 1 ・ 2 期

予防接種名

平 成 1 9 年 6 月 生 ま れ

平 成 1 8 年 9 月 生 ま れ

平成８年9月生まれ

現在見合わせています

�

　
市
で
は
、
世
代
間
交
流
活
動
な
ど
高
齢

者
の
地
域
活
動
推
進
の
た
め
に
「
健
や
か

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
区
育
成
事
業
」
実
施
行

政
区
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
取
り
ま
と
め
は
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

■
事
業
内
容

高
齢
者
に
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の

機
会
を
提
供
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
定
期
的
な
実
施

▽
例

①
公
民
館
な
ど
を
拠
点
と
す
る
、
高
齢

者
が
参
加
す
る
世
代
間
交
流
の
地
区

活
動
事
業

②
遊
休
農
地
な
ど
を
利
用
し
た
作
物
・

草
花
を
作
る
な
ど
、
子
供
か
ら
高
齢

者
ま
で
を
含
む
地
区
全
体
交
流

■
助
成
金
額

　
１
地
区
５
万
円
（
最
大
25
地
区
ま
で
）

　
申
請
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
、
助
成

を
決
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
助
成
決
定
さ
れ
た
地
区
を
対

象
に
、
後
日
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

社
会
福
祉
協
議
会
各
事
務
所
（
支
所
）

に
用
意
し
て
あ
る
申
込
書
に
事
業
内
容

な
ど
を
記
入
し
、
区
長
名
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
９
月
21
日（
金
）

■
申
込
先

　
社
会
福
祉
協
議
会
各
事
務
所
（
支
所
）

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
石
和
事
務
所

　
（
担
当
　
宮
嶋
）

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）１
２
６
７

　
現
在
お
持
ち
の
「
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
金
受
給
者
証
」
は
平
成
19
年
10

月
31
日
を
も
っ
て
、
有
効
期
間
が
満
了
と

な
り
ま
す
。

　
現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
更

新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
所
得
状
況
は
毎
年
変
わ
り
ま
す

の
で
、
受
給
要
件
に
あ
た
る
障
害
を
お
持

ち
で
、
現
在
は
所
得
制
限
に
よ
っ
て
受
給

を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
も
、
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
以
上

▽
療
育
手
帳
A
判
定

▽
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
２
級
以
上

▽
年
金
法
に
お
け
る
障
害
基
礎
年
金
の

１
・
２
級
の
受
給
者

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象
者

■
受
付
期
間

　
10
月
１
日
（
月
）〜
31
日（
水
）�

■
申
請
場
所

保
健
福
祉
部
福
祉
総
務
課
ま
た
は
各
支

所
の
福
祉
窓
口

■
持
ち
物

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
障

害
基
礎
年
金
証
書
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

証
書
の
う
ち
該
当
す
る
も
の

　
（
複
数
お
持
ち
の
方
は
、
で
き
る
だ

け
す
べ
て
の
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
）

・
医
療
保
険
証
（
老
人
医
療
受
給
者
は
、

受
給
者
証
も
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
）

・
印
鑑

・
平
成
19
年
１
月
１
日
に
笛
吹
市
に
住

所
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
方
は
、
同

じ
日
に
住
民
登
録
を
し
て
い
た
市
町

村
が
発
行
し
た
世
帯
全
員
の
所
得
課

税
証
明
（
所
得
状
況
確
認
の
た
め
）

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課

　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）１
２
７
１

　
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
・
戦
後
強
制
抑

留
者
・
外
地
か
ら
の
引
揚
者
の
「
ご
本
人
」

に
、
改
め
て
慰
藉
の
念
を
表
す
た
め
、
内

閣
総
理
大
臣
名
の
「
特
別
慰
労
品
」
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

　
過
去
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

受
け
た
方
・
書
状
を
受
け
る
資
格
を
お
持

ち
で
請
求
を
し
て
い
な
い
方
も
対
象
で
す
。

　
請
求
書
は
、
保
健
福
祉
部
福
祉
総
務
課

ま
た
は
各
支
所
住
民
課
の
窓
口
に
あ
り
ま

す
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
独
立
行
政
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

☎
０
１
２
０
（
２
３
４
）
９
３
３
　
　
　

（
平
日
午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時
15

分
）

　
市
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
の
協
力
会
員
に
な
り
、
保

育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
育
児
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
た
め
の
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
講
し
て
、
市
の
子

育
て
応
援
団
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
・
内
容
（
予
定
）

第
１
回
　
９
月
26
日（
水
）〜
28
日（
金
）

第
２
回
　
10
月
３
日（
水
）〜
５
日（
金
）

と
も
に
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
各
回
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

▽
１
日
目

保
育
の
心
・
子
ど
も
の
世
話
・
子
ど
も

の
心
の
発
達
な
ど

▽
２
日
目

子
育
て
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
ァ
ミ
サ
ポ

体
験
談
・
子
ど
も
の
事
故
と
安
全
な
ど

▽
３
日
目

親
の
支
援
と
傾
聴
・
子
ど
も
の
病
気
と

世
話
・
フ
ァ
ミ
サ
ポ
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど

■
場
所

　
各
回
と
も
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
応
募
条
件

特
に
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
市
内

に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
心
身
と
も
に

健
康
な
方
。

■
申
込
方
法

児
童
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る
申
込
書

に
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
各
回
と
も
定
員
30
人
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）

※
託
児
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

申
し
込
み
の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間
　
９
月
５
日（
水
）〜
21
日（
金
）

■
受
講
料
　
２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部�

�児
童
課�

�児
童
家
庭
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
１
）
１
９
０
４

■
日
時
　
９
月
26
日
（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分
　

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
２
階

■
内
容

わ
ら
べ
う
た
・
親
子
あ
そ
び
・
お
し
ゃ

べ
り
タ
イ
ム
な
ど

■
対
象

在
宅
で
子
育
て
中
の
親
子
20
組
（
お
子

さ
ん
が
生
後
２
カ
月
〜
１
歳
前
後)

　
※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
で
す
。

■
参
加
費
　
無
料
　

■
企
画
　
笛
吹
市
家
庭
教
育
推
進
協
議
会

■
申
込
・
問
合
せ
先
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ�

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
０
５
５
（
２
６
１
）
０
２
１
８
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　市役所本庁国民健康保険課及び支所住民課・地域住民課の窓口で

年金記録の取次ぎを行います。

　窓口に用意してあります「年金加入記録照会依頼書」に年金番号

及び年金加入歴を記載していただき、それを基に社会保険事務所に

年金記録の照会を行います。

　後日、社会保険事務所から申請者に回答が郵送されます。

※照会件数などにより、回答に日数がかかる場合がありますが、ご

了承ください。

■問合せ先

　市民環境部　国民健康保険課　☎055（262）4111（内線124）

　まず基礎年金番号、氏名、生年月日、住所などをお聞きします。

　年金証書、年金手帳（複数ある場合はすべての年金手帳）、基礎年金番号通知書などをお手

元にご用意のうえ、ご相談ください。

　
最
近
よ
く
耳
に
す
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
。

　
「
私
に
は
関
係
な
い
」
っ
て
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
!?

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、

内
臓
脂
肪
型
の
肥
満
を
ベ
ー
ス
に
、
高
血

圧
や
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
の
い
ず
れ
か
２

つ
以
上
を
あ
わ
せ
も
つ
状
態
を
言
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
は
自
覚

症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
状

態
を
放
っ
て
お
く
と
、
動
脈
硬
化
、
脳
卒

中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
病
気
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
普

段
の
生
活
習
慣
を
少
し
見
直
す
だ
け
で
、

予
防
・
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
防
と
し
て
…

食
生
活
の
見
直
し
と
運
動
＋
禁
煙
を

　
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
食

生
活
改
善
と
と
も
に
運
動
が
大
切
で
す
！

■
日
常
生
活
の
歩
数
を
増
や
す
ポ
イ
ン
ト

▽
万
歩
計
を
つ
け
、
毎
日
の
歩
数
の
記

録
や
、
目
標
歩
数
を
設
定
す
る
。

▽
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

を
な
る
べ
く
使
わ
ず
、
階
段
を
使
う
。

▽
家
事
を
し
な
が
ら
こ
ま
め
に
動
く
。

（
階
段
の
往
復
な
ど
）

▽
近
所
へ
の
外
出
時
は
、
な
る
べ
く
歩

く
。

▽
昼
休
み
な
ど
、
食
後
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
取
り
入
れ
る
。

■
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

▽
エ
ネ
ル
ギ
ー
オ
ー
バ
ー
を
防
ぐ
た
め

腹
八
分
目
に
す
る
。

▽
早
食
い
は
や
め
て
、
よ
く
噛
ん
で
食

べ
る
。

▽
１
日
３
食
、
規
則
正
し
く
食
べ
る
。

▽
寝
る
３
時
間
前
に
は
食
事
を
済
ま
せ

る
。

▽
好
き
な
も
の
や
同
じ
も
の
ば
か
り
で

は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
。

▽
週
に
２
日
は
、
休
肝
日
を
設
け
る
。

ま
た
、
お
酒
の
適
量
を
守
る
。

■
最
後
に
…

　
喫
煙
は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を
促
進

し
ま
す
。
禁
煙
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
０
５
５(

２
６
１)

１
９
０
１

　
最
近
、
車
道
や
歩
道
が
通
り
づ
ら
い
状

況
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
行
為
は
、
通
行
す
る
人
に
危
険
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
行
わ
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
許
可
を
得
な
い
で
立
看
板
・
旗
竿
な
ど

を
道
路
上
に
置
く
。
ま
た
、
そ
れ
ら
が

道
路
上
に
は
み
出
し
て
い
る
。

▽
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
標
識
柱
・
街
路
灯
な

ど
の
道
路
付
属
施
設
に
貼
紙
を
す
る
。

ま
た
、
そ
れ
ら
に
ひ
も
や
テ
ー
プ
な
ど

を
巻
き
付
け
る
。

▽
庭
木
や
果
樹
の
枝
が
道
路
上
に
は
み
出

し
て
い
る
。

▽
空
き
缶
、
吸
い
殻
な
ど
ゴ
ミ
を
捨
て
る
。

　
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
、

身
近
な
道
路
を
、
全
て
の
人
が
快
適
に
通

行
で
き
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
建
設
部
　
土
木
課

　
☎
０
５
５
（
２
６
５
）
４
７
６
１

・
県
峡
東
建
設
事
務
所
　
道
路
第
二
課
　

　
☎
０
５
５
３
（
２
０
）
２
７
３
４

� はい� いいえ

①自分のウエストサイズを知っていますか？� ０点� １点

②あなたのウエストは、男性８５cm以上、女性９０cm以上ですか？� ３点� ０点

③健診で肥満を指摘されたことがありますか？� ２点� ０点

④検診で高脂血症、糖尿病、高血圧のいずれかの指摘を受けたことがありますか？� ２点� ０点

⑤食べるのが早いほうですか？� １点� ０点

⑥食事は満腹になるまで食べますか？� １点� ０点

⑦間食をよく取りますか？� １点� ０点

⑧一日の歩行時間は３０分以上ですか？� ０点� １点

⑨タバコを吸いますか？� １点� ０点

あなたの合計�� 点

●６点以上のあなたは

　　　…………メタボリックシンドロームの疑いがあります。

●５～３点以上のあなたは

　　　…………メタボリックシンドロームの予備軍の可能性があります。

●２点以下のあなたは

　　　…………今は大丈夫…でも、「ちょっと～～が…」を見逃さずに
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浄
化
槽
は
、
し
尿
や
台
所
、
風
呂
、
洗

面
所
な
ど
か
ら
の
生
活
雑
排
水
を
微
生
物

の
働
き
を
利
用
し
て
、
汚
水
を
き
れ
い
に

す
る
施
設
で
す
。

　
日
頃
の
管
理
が
不
十
分
で
す
と
、
悪
臭

が
発
生
し
た
り
、
汚
れ
た
水
の
放
流
で
、

川
が
汚
染
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
浄
化
槽

の
機
能
を
十
分
活
用
で
き
る
よ
う
正
し
く

管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
浄
化
槽
管
理
者
︵
所
有
者
︶
は
、
浄
化

槽
法
に
よ
り
法
定
検
査
・
保
守
点
検
、
清

掃
、
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
管
理
者
︵
所
有
者
︶
に
は
、
定
期

的
に
保
守
点
検
を
行
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
点
検
は
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
保
守

点
検
業
者
に
委
託
し
て
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。

　
浄
化
槽
の
中
に
は
汚
泥
な
ど
が
た
ま
り
、

そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
放
流
水
と
と
も
に

流
れ
出
し
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
浄
化

槽
の
機
能
不
良
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
年
１
回
以
上
の
清
掃
を
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

　
清
掃
は
、
市
町
村
長
の
許
可
を
受
け
た

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
管
理
者
︵
所
有
者
︶
は
、
浄
化

槽
の
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
、

浄
化
槽
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
年
１
回
の
法
定

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
浄
化
槽
の
法
定
検
査
は
、
県
知
事
が
指

定
し
た
検
査
機
関
で
あ
る
㈳
山
梨
県
浄
化

槽
協
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
法
定
検
査
は
浄
化
槽
を
使
用
開
始
し
て

か
ら
３
カ
月
後
に
行
う
検
査
﹁
７
条
検
査
﹂
・

毎
年
１
回
行
う
検
査
﹁
11
条
検
査
﹂
が
あ

り
ま
す
。

■
法
定
検
査
手
数
料

▽
７
条
検
査

10
人
槽
以
下
　
　
８
０
０
０
円

11
人
〜
50
人
槽
　
１
万
円

▽
11
条
検
査

10
人
槽
以
下
　
　
４
０
０
０
円

11
人
〜
50
人
槽
　
６
０
０
０
円

　
浄
化
槽
法
の
改
正
︵
平
成
18
年
２
月
１

日
施
行
︶
に
よ
り
、
法
定
検
査
に
関
す
る

県
の
指
導
監
督
が
強
化
さ
れ
、
県
の
命
令

に
違
反
す
る
と
、
30
万
円
以
下
の
過
料
が

課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
法
定
検
査
実
施
機
関

　
㈳
山
梨
県
浄
化
槽
協
会

　
☎
０
５
５︵
２
３
２
︶２
７
６
２

・
保
守
点
検
・
清
掃

　
公
営
企
業
部
　
下
水
道
課

　
☎
０
５
５
３
︵
２
６
︶５
５
４
７

・
浄
化
槽
に
関
す
る
こ
と

　
県
大
気
水
質
保
全
課

　
☎
０
５
５︵
２
２
３
︶１
５
０
８
　

　
峡
東
林
務
環
境
事
務
所

　
☎
０
５
５
３︵
２
０
︶２
７
３
９

　　
下
水
道
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
、
受

益
者
に
次
の
よ
う
な
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

必
ず
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
住
所
変
更

下
水
道
事
業
受
益
者
︵
納
付
管
理
人
︶

住
所
︵
居
所
・
事
務
所
︶
変
更
届

▽
受
益
者
変
更

下
水
道
事
業
受
益
者
異
動
届
出
書

届
出
が
な
い
と
⋯

　
﹁
通
知
が
届
か
な
い
﹂
・
﹁
旧
受
益
者
に

負
担
金
が
か
か
る
﹂
な
ど
、
受
益
者
の
み

な
さ
ん
に
ご
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
益
者
決
定
後
、
負
担
金
納
付
の
途
中

で
売
買
・
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
受
益
者

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
新
受
益
者
が

旧
受
益
者
の
負
担
金
納
付
を
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
届
出
が
な
い
場
合
は
、

旧
受
益
者
に
引
き
続
き
お
支
払
い
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
届
出
書
は
下
水
道
課
及
び
各
支

所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　

　
公
営
企
業
部
　
下
水
道
課

　
☎
０
５
５
３︵
２
６
︶５
５
４
７

　総務省統計局（山梨県・笛吹市）では、１０月１日を基準日として

「就業構造基本調査」を実施します。

　この調査は、我が国における就業・不就業の実態を明らかにし、全国及び地域別の就業構造に

関する基礎資料を得ることを目的としています。

　調査の対象となった世帯に統計調査員が伺いますので、ご協力をお願いします。

■問合せ先　経営政策室　経営政策担当　☎０５５（２６２）４１１１（内線２２８）

　みなさんに親しまれ、ご利用いただいている「山梨県民手帳」の購入予約を受け付けます。

■手帳の規格など

　○サイズ　８２㎜×１４５㎜

　○表　紙　ワイン色のレザー調

　○内　容　・日記　・郷土編「郷土自慢」など　・統計編「山梨県主要指標」など

　　　　　　・名簿編「各種議員等名簿」　・生活編「暮らしの相談窓口」など

■販売価格など

　○価　格　５００円

　　　　　　・別　売　住所録（県民手帳差込み用）８０円

　　　　　　・名入れ　２０冊から実費で受け付けます。（お問い合わせください）

■申込方法

　笛吹市役所（本庁）戸籍住民課窓口及び各支所地域課（芦川支所は地域住民課）に用意してあ

る「注文書」にご記入のうえお申し込みください。

　または、下の注文書（コピー可）にご記入のうえ、持参・郵送・ファックスのいずれかでお申

し込みください。

■申込期限　９月２５日（火）

■配布時期　１１月中旬予定（代金引き換え）

　　

■申込・問合せ先

　〒406-8510　笛吹市石和町市部７７７

　笛吹市役所　経営政策室　経営政策担当　☎０５５（２６２）４１１１（内線２２８）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ͅ０５５（２６２）４１１５
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問
合
せ
先

■�市民環境部
■�御 坂 支 所
■�一 宮 支 所
■�八 代 支 所

ごみ減量課
地 域 課
地 域 課
地 域 課

055（261）2044
055（262）2271
0553（47）1111
055（265）2111

■�境 川 支 所
■�春日居支所
■�芦 川 支 所

地 域 課
地 域 課
地域住民課

055（266）2111
0553（26）3111
055（298）2111

　
笛
吹
市
出
身
の
戦
没
者
・
戦
争
犠
牲
者

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
た
め
、
ご
遺
族

の
方
、
多
数
の
市
民
の
方
の
ご
参
列
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
参
列
の
お
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

■
日
時
　
10
月
４
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー�

１
階
多

目
的
ホ
ー
ル

■
服
装
　
平
服

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
１
２
７
１

　
（
内
線
１
２
３
）

　
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事
務

組
合
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

h
ttp

:/
/

w
w

w
.k

o
fu

-k
y

o
to

jim
u

k
u

m
iai.

jp
/

■
問
合
せ
先

甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事
務

組
合

☎
０
５
５(

２
６
６)

７
７
４
４

　
笛
吹
市
水
道
委
員
会
委
員
に
10
人
の
役

職
改
選
が
あ
り
ま
し
た
。

　
水
道
委
員
会
は
、
水
道
事
業
の
円
滑
な

運
営
や
給
水
の
適
正
を
図
る
た
め
、
水
道

料
金
な
ど
の
重
要
事
項
を
検
討
し
ま
す
。

な
お
、
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▽
笛
吹
市
水
道
委
員
会
委
員

委
員
長
　
　
有
馬
　
満
　

副
委
員
長
　
祖
父
江
　
正

委
　
員
　
　
鈴
木
　
貞
夫

原
田
　
徹

宮
澤
　
黎
夫

飯
田
　
照
男

飯
高
　
初
男

中
村
　
善
次
　
　

小
林
　
始

川
村
　
恵
子

荻
野
　
勇
夫

田
中
　
和
芳

山
下
　
安
廣

林
　
　
進
一

窪
田
　
喜
久
子

■
問
合
せ
先

　
公
営
企
業
部
　
水
道
業
務
課

　
総
務
担
当

　
☎
０
５
５
３
（
２
６
）５
５
４
６

　
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
就
学
す
る
児
童

（
平
成
13
年
４
月
２
日
生
〜
平
成
14
年
４

月
１
日
生
）
を
対
象
に
健
康
診
断
を
行
い

ま
す
。

　
な
お
、
保
護
者
に
追
っ
て
通
知
し
ま
す

が
、
10
月
２
日
頃
ま
で
に
通
知
が
届
か
な

い
と
き
、
ま
た
内
容
な
ど
ご
不
明
の
点
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課
　
学
務
担
当

☎
０
５
５(

２
６
５)

４
８
５
１

場所す べ て 八 代 総 合 会 館

エアコン・テレビ・洗濯機・冷蔵庫の家電4品目

は家電リサイクル法の対象であり、市では回収し

ません。市民のみなさんには次の3つの方法のい

ずれかでリサイクルにご協力をお願いします。

　
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
・
手
数
料
と
収
集
運
搬
料
金
が
か
か
り

ま
す
。
購
入
し
た
小
売
店
や
新
し
く
買
い
換
え
た
小
売
店
に

引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
・
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

①
　
郵
便
局
に
あ
る
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
「
料
金
郵
便
局
振

込
方
式
」
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
振
り
込
み
ま
す
。
（
メ

ー
カ
ー
に
よ
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
違
い
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

②
　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
貼
っ
た
家
電
を
、
自
分
で
指
定

引
取
場
所
へ
運
搬
し
ま
す
。

　
　
指
定
引
取
場
所
は
、
製
品
の
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
２
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
場
所
が
違
い
ま

す
の
で
、
お
持
ち
の
製
品
が
ど
ち
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
入
る

か
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
A
グ
ル
ー
プ
…
甲
府
市
ま
た
は
富
士
吉
田
市

▽
B
グ
ル
ー
プ
…
昭
和
町
ま
た
は
都
留
市

　
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
・
手
数
料
と
収
集
運
搬
料
金
が
か
か
り

ま
す
。

収集運搬料金は小売店や収集運搬業者によって異な
りますので、直接お問い合わせください。

実
施
日

受
付
時
間

石
和
南
小
入
学
予
定
児
童

石
和
東
小
入
学
予
定
児
童

石
和
北
小
入
学
予
定
児
童

富
士
見
小
入
学
予
定
児
童

石
和
西
小
入
学
予
定
児
童

春
日
居
小
入
学
予
定
児
童

一
宮
西
小
入
学
予
定
児
童

一
宮
北
小
入
学
予
定
児
童

一
宮
南
小
入
学
予
定
児
童

御
坂
西
小
入
学
予
定
児
童

御
坂
東
小
入
学
予
定
児
童

芦
川
小
入
学
予
定
児
童

八
代
小
入
学
予
定
児
童

境
川
小
入
学
予
定
児
童

10
月
25
日(

木)�

10
月
18
日(

木)

10
月
11
日(

木)

対
象
児
童

（
入
学
予
定
小
学
校
）

午
後
12
時
50
分
〜
１
時
20
分

午
後
１
時
20
分
〜
35
分

午
後
１
時
35
分
〜
55
分

午
後
１
時
55
分
〜
２
時
20
分

午
後
12
時
50
分
〜
１
時
15
分

午
後
１
時
15
分
〜
45
分

午
後
１
時
45
分
〜
２
時
５
分

午
後
２
時
５
分
〜
20
分

午
後
２
時
20
分
〜
30
分

午
後
12
時
50
分
〜
１
時
30
分

午
後
１
時
30
分
〜
35
分

午
後
１
時
35
分
〜
40
分

午
後
１
時
40
分
〜
２
時
15
分

午
後
２
時
15
分
〜
２
時
35
分

区　　分� リサイクル料(目安)� 手数料(目安）

エアコン� 3,150円� 60～210円

テ　レ　ビ� 2,835円� 60～210円

冷　蔵　庫� 4,830円� 60～210円

洗　濯　機� 2,520円� 60～210円

広報ふえふき��2007.09�No.36
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善
意
の
ご
寄
付

吉
川
　
幸
枝
　
様
（
八
代
町
）

相
川
　
正
志
　
様
（
北
海
道
旭
川
市)

　
「
な
ご
み
の
湯
」
の
営
業
終
了
時
間
が

午
後
９
時
（
最
終
受
付
は
午
後
８
時
30
分
）

に
な
り
ま
し
た
。

　
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
た
り
と
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

○
な
ご
み
の
湯
（
石
和
町
下
平
井
５
７
８)

・
営
業
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
（
最

終
受
付
は
午
後
8
時
30
分
）

・
定
休
日
　
毎
週
水
曜
日

　
☎
０
５
５(

２
３
０)

５
５
５
１

○
み
さ
か
の
湯
（
御
坂
町
成
田
２
２
０
０)

・
営
業
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
10
時（
最

終
受
付
は
午
後
９
時
30
分
）

・
定
休
日
　
毎
月
第
２
、
４
火
曜
日

　
☎
０
５
５(

２
６
１)

６
１
６
６

○
も
も
の
里
温
泉
（
一
宮
町
金
沢
３
８
７

―
１)

・
営
業
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
（
最

終
受
付
は
午
後
８
時
30
分
）

・
定
休
日
　
毎
週
木
曜
日

　
☎
０
５
５
３(

４
７)

４
１
２
６

■
問
合
せ
先

〈
指
定
管
理
者
〉

㈱
富
士
急
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
・

㈲
ジ
ェ
ネ
ス
Ｊ
Ｖ

☎
０
５
５(

２
６
１)

６
１
６
６
〔
み
さ

か
の
湯
内
〕

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課

市
民
生
活
担
当

☎
０
５
５(

２
６
２)

４
１
１
１

(

内
線
１
７
４
）

　
９
月
21
日
（
金
）
か
ら
30
日
（
日
）
ま
で
、

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

■
運
動
の
重
点
目
標

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
根
絶

③
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

④
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

⑤
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
に
よ
る
交
差
点
通
行

及
び
道
路
横
断
時
の
交
通
事
故
防
止

　
こ
れ
ら
を
目
標
に
、
市
内
交
通
関
係
団

体
に
よ
る
朝
の
登
校
指
導
や
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
、
交
通
事
故
防
止
の
啓
発
活
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
の
心
」
を

持
ち
、
家
族
・
地
域
・
職
場
か
ら
交
通
事

故
の
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
よ
う
、
交
通
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
緑
の
募
金
運
動(

秋
季)

実
施
中
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
緑
の
募
金
」
運
動
は
、
「
緑
の
募
金

に
よ
る
森
林
整
備
等
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
森
林
及
び
樹
木
（
緑
）
は
、
水
源
の
涵

養
（
か
ん
よ
う)

、
環
境
の
保
全
な
ど
、

人
間
が
健
康
で
文
化
的
な
暮
ら
し
を
確
保

す
る
上
で
、
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
現
在
及
び
将
来
に
わ
た
っ

て
、
豊
か
な
緑
と
水
に
恵
ま
れ
た
生
活
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
民
の

自
発
的
な
活
動
を
生
か
し
て
、
森
林
整
備

な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
募
金
は
次
の
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す
。

▽
緑
化
の
推
進
　
公
園
・
街
路
な
ど
の
緑

化
、
緑
の
少
年
隊
育
成
、
緑
化
の
啓
発

な
ど

▽
森
林
の
整
備
　
地
域
の
人
々
に
よ
る
水

源
林
や
学
校
林
等
の
整
備
な
ど

▽
国
際
協
力
　
緑
の
少
年
隊
海
外
研
修
、

民
間
団
体
の
海
外
植
樹
な
ど

■
緑
の
募
金
運
動
期
間

▽
春
季
　
４
月
１
日
〜
５
月
31
日
（
一

宮
・
八
代
・
境
川
・
春
日
居
・
芦
川

地
区
）

▽
秋
季
　
９
月
１
日
〜
10
月
31
日
（
石

和
・
御
坂
地
区
）

■
募
金
活
動

　
各
地
区
区
長
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
各

戸
か
ら
家
庭
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
期
間
中
は
、
市
役
所
本
庁
農

林
振
興
課
窓
口
に
募
金
箱
を
設
置
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
緑
化
推
進
会
議

　（
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
内
）

　
☎
０
５
５(

２
６
２)

４
１
１
１

（
内
線
２
３
１
）第１回笛吹市植樹祭での緑の少年隊
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入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

一宮中学校コピー機レンタル� 一宮町末木� 30,000� 23,700� �㈱小林事務機� 平成19年6月28日

操法大会（消防）関係物品購入� 市役所境川支所、春日居支所�2,100,000� 1,939,000� 三和防災㈱� 〃

耐震性貯水槽設置工事に係る設計・工事監理業務�� 1,450,000� 896,000� 森田測量㈱� 〃

地質調査業務委託� 石和町・御坂町� 8,000,000� 3,560,000� ㈱萩原ボーリング� 〃

笛吹市都市計画基礎調査業務委託� 都市計画区域内� 5,400,000� 2,000,000� アクリーグ㈱　東京支店� 〃

河内地内配水管布設替工事� 石和町河内� 12,400,000� 11,800,000� ㈲浅川住宅設備� 〃

春日居地区企業団受水施設築造工事（機械・電気）�春日居町下岩下� 40,710,000� 27,140,000� シンク・エンジニアリング㈱� 〃

春日居福祉会館集会室エアコン取替え工事� 　� 1,560,000� 1,300,000� ㈲浅川住宅設備� 〃

石和町四日市場地内水路改修工事� 石和町四日市場� 1,160,000� 1,120,000� ㈲小越建設� 〃

下水道管渠布設工事�第5工区（石和)� 石和町川中島� 3,250,000� 3,050,000� ㈲荻野土建� 〃

下水道管渠布設工事第３工区� 　石和町日の出　� 11,460,000�� 11,200,000� ㈱筒井建設� 〃

下水道管渠布設工事第6工区(八代)� 八代町竹居� 21,550,000� 15,730,000� 矢崎興業㈱� 〃

浅川中学校屋内運動場耐震補強及び改修工事� 八代町岡� 13,160,000� 11,840,000� 矢崎興業㈱� 〃

一宮西小学校南校舎耐震補強工事� 一宮町東原� 3,740,000� 3,100,000� 風間建設㈱� 〃

石和中学校技術科棟耐震補強及び改修工事� 石和町小石和� 3,380,000� 2,700,000� ㈱中村工務店� 〃

春日居地区企業団受水施設築造工事（土木・建築）�春日居町下岩下� 114,750,000�111,400,000� ㈱飯塚工業� 平成19年7月5日

ノートパソコン購入� 笛吹市� 18,460,000� 9,300,000� ㈱邦文堂� 平成19年7月12日

浅川中学校暖房設備購入� 笛吹市立浅川中学校� 4,310,000� 3,100,000� ㈱ふじでん�笛吹営業所� 〃

石和町地内拡幅測量業務委託� 石和町唐柏・今井� 1,660,000� 1,320,000� 森田測量㈱� 〃

市道石和558・559号線測量設計業務委託� 石和町小石和� 12,550,000� 8,900,000� ㈱カワイ� 〃

御坂町石綿管更新計画及び実施設計業務委託� 御坂町� 20,450,000� 9,700,000� ㈱日水コン�山梨事務所� 〃

春日居町地内市道舗装工事� 春日居町� 7,520,000� 7,250,000� ㈱日昇建設� 〃

市道石和53号線側溝改修工事� 石和町松本� 2,950,000� 2,840,000� ㈱岡工務所� 〃

林道維持管理業務� 御坂町・境川町・芦川町� 4,300,000� 4,200,000� 初鹿工業㈱� 〃

下水道管渠布設工事第７工区(御坂)�� 御坂町八千蔵� 34,000,000� 27,200,000� �㈱飯塚工業� 〃

笛吹市立御坂児童センター建設事業電気設備工事� 御坂町栗合� 10,620,000� 9,780,000� �㈱小山電気� 〃

笛吹市立御坂児童センター建設事業機械設備工事� 御坂町栗合� 21,980,000� 15,300,000� 大栄設備㈱� 〃

笛吹市立御坂児童センター建設事業建築主体及び造成外構工事� 御坂町栗合� 106,000,000� 84,800,000� �㈱飯塚工業� 〃

一宮町田中、一宮町地蔵堂、
御坂町八千蔵

春日居町寺本�春日居福祉会館

入札公告の詳細については、市のホームページをご覧ください。

入札予定日 入札公告日 入札予定日 入札公告日

９月６日(木)� ８月20日(月)

９月13日(木)� ８月27日(月)

９月20日(木)�� ９月３日(月)

10月４日(木)�� ９月18日(火)

10月18日(木)�� 10月１日(月)

10月25日(木)�� 10月９日(火)

11月１日(木)�� 10月16日(火)

11月８日(木)�� 10月22日(月)

11月15日(木)�� 10月29日(月)
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■日　時　10月5日（金）午後7時～8時30分
■場　所　学びの杜みさか
■内　容　午後7時～7時30分　　　星に関するお話（視聴覚ホール）
　　　　　午後7時30分～8時30分　天体観測（野外）
■定　員　30組
■参加費　無料
■申込締切　9月21日（金）
■申込・問合せ先　御坂図書館　☎�055（263）0363

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　�

（
今
回
は
第
１
・
４
木
曜
日
）

　
９
月
６
日
（
木
）
・
27
日
（
木
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

９
月
13
日
（
木
）
・
20
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

９
月
１
日（
土
）・
８
日（
土
）・
15
日（
土
）・

22
日
（
土
）
・
29
日
（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
石
和
図
書
館
20
周
年
特
別
講
演
会

　
作
家�

�家
田
荘
子
氏
講
演
会

９
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
９
月
11
日
（
火
）
・
25
日
（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば
本

の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。
）

●
楽
蔵
（
映
画
会
・
お
話
・
工
作
）

　
９
月
１
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム
　
９
月
21
日（
金
）

�
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご
　
９
月
５
日（
水
）

【
あ
ん
よ
】
午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分

　
（
1
歳
6
カ
月
児
〜
3
歳
児
）

【
だ
っ
こ
】
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　
（
0
歳
児
か
ら
1
歳
5
カ
月
児
）

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
９
月
16
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
９
月
８
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

定
員
15
人
　
お
申
し
込
み
は
、
９
月
５

日
（
水
）
ま
で
に
一
宮
図
書
館
へ

●
ミ
ニ
ミ
ニ
お
は
な
し
会

９
月
２
日（
日
）・
９
日（
日
）・
23
日（
日
）・

30
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
９
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
お
兄
さ
ん
の
お
は
な
し
会

（
土
・
日
に
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
お
話

会
を
し
て
い
ま
す
。）

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

９
月
５
日（
水
）・
12
日（
水
）・
19
日（
水
）・

26
日（
水
）
毎
週
水
曜
日
午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

　
９
月
１
日（
土
）
午
後
2
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も（
乳
幼
児
向
け
）

９
月
11
日（
火
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
!

９
月
８
日（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
９
月
15
日（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

　
９
月
22
日（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民
館
ま

つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、
年
配
者

の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に

な
り
た
い
方
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館（
担
当
�

雨
宮
）

☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

　
℻
０
５
５（
２
６
２
）５
９
6
7

○
石
和
図
書
館

３
日
（
月
）
・
10
日
（
月
）
・
18
日
（
火
）

25
日（
火
）

○
御
坂
図
書
館

５
日
（
水
）
・
12
日
（
水
）
・
19
日
（
水
）

26
日（
水
）・
28
日（
金
）

○
一
宮
図
書
館

３
日
（
月
）
・
10
日
（
月
）
・
17
日
（
月
）

24
日（
月
）・
28
日（
金
）

○
八
代
図
書
館

３
日
（
月
）
・
10
日
（
月
）
・
17
日
（
月
）

24
日（
月
）・
28
日（
金
）

○
境
川
図
書
室

２
日
（
日
）
・
９
日
（
日
）
・
16
日
（
日
）

17
日
（
月
）
・
23
日
（
日
）
・
24
日
（
月
）

30
日（
日
）

○
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

３
日
（
月
）
〜
７
日
（
金
）【
蔵
書
点
検
】

10
日
（
月
）
・
18
日
（
火
）
・
25
日
（
火
）

28
日（
金
）
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富士見駐在所の建て替えに伴い、工事期間中、場所が一時移転します。

工事期間は、９月から来年３月までの半年間です。

■仮駐在所　住所　笛吹市石和町今井５−２（旧富士見特定郵便局）

■問合せ先　　　　笛吹警察署地域課　☎０５５（２６２）０１１０（内線２９６）

笛
吹
警
察
署
　
☎
０
５
５︵
２
６
２
︶０
１
１
０

▼今月号の食育の記事を編集しながら、

以前見たテレビ番組の出演者が話して

いた「食べるもの」についての印象的

な言葉を思い出しました。「おいしいと

思うものと、体にいいものは必ずしも

同じではないですよ。」体を気づかわず、

自分がおいしいと思う食べたいものだ

けを食べていいのなら、私ならば好き

な甘い物だけを食べて過ごしてしまい

そうです。普段から、食べたい気持ち

だけで食事を選ばずに、少し立ち止ま

って、この食べものが自分の体そのも

のになるということを考えて選ぶよう

に心がけたいです。　　　　　　（H）

編

集

後

記

仮駐在所

歩道橋

富士見小 至蛍見橋

現駐在所

JA富士見
支所
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